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注

 
本
篇
に
は
、
1
9
「
各
東
西
」
・
2
0

の
訳
注
を
掲
載
す
る
。
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e
東
西

「
節
婦
吟
」
(
と
も
に
中
華
書
局
『
張
籍
詩
集
』
巻
一
)

【
題
解
】

 
東
西
別
々
の
方
向
に
旅
立
っ
て
い
く
二
人
の
旅
人
の
別
れ
を
詠
じ
た
内
容
。
「
各
東
西
」

は
、
1
、
2
句
「
遊
人
別
、
一
束
復
一
班
」
の
言
葉
を
用
い
て
詩
題
と
し
た
も
の
。

 
『
楽
府
詩
集
』
巻
九
五
に
新
題
楽
府
辞
と
し
て
収
録
さ
れ
、
張
籍
の
こ
の
詩
の
み
収
め

ら
れ
て
い
る
。
『
全
唐
詩
』
巻
三
人
二
の
題
注
に
、
二
本
此
下
有
『
言
』
字
」
と
言
い
、

そ
の
場
合
の
詩
題
は
、
「
各
東
西
言
」
と
な
る
。

 
「
東
西
」
は
古
く
か
ら
用
例
が
あ
る
。
「
各
東
西
」
の
三
字
の
並
び
で
は
、
詩
で
は
梁

の
到
概
ら
の
「
儀
堂
堂
監
策
秀
才
聯
句
」
(
『
古
詩
紀
』
巻
一
〇
二
)
に
見
え
る
が
(
「
来

彦
各
東
西
、
翼
鍛
金
出
内
」
。
担
当
者
未
詳
)
、
こ
の
場
合
、
賢
才
た
ち
が
東
西
に
居
並
ぶ

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
こ
と
意
味
が
異
な
る
。

 
唐
詩
で
は
、
初
唐
の
李
嬌
「
送
李
醤
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
八
)
に
、
「
般
勤
御
溝
水
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

従
此
各
東
西
」
(
股
勤
た
り
 
御
溝
の
水
、
陪
従
り
各
お
の
東
西
す
)
と
送
別
の
詩
で
使

わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
張
籍
よ
り
少
し
前
の
詩
人
司
空
曙
の
「
歳
暮

懐
崔
飼
歌
津
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
九
三
)
に
は
、
「
洛
陽
旧
社
各
東
西
、
楚
国
遊
人
不
相

識
」
(
洛
陽
の
旧
社
 
各
お
の
東
西
す
る
も
、
楚
国
の
遊
人
 
棺
識
ら
ず
)
と
、
詩
題
の

崔
咽
と
取
津
の
二
人
が
散
り
散
り
に
去
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
「
各
東
西
」
と
表
現
し
て
お

り
、
か
つ
張
籍
の
第
1
句
に
出
て
く
る
「
遊
人
」
(
司
空
曙
自
身
)
も
使
わ
れ
て
い
る
。

 
杜
甫
に
は
一
例
見
え
、
有
名
な
「
三
別
」
の
一
つ
「
無
家
別
」
(
『
詳
注
』
巻
七
)
に
、

「
寂
箕
天
宝
後
、
園
慶
但
蕎
黎
。
吾
里
百
鯨
家
、
世
乱
各
東
西
」
(
寂
箕
た
り
 
天
宝
の

後
、
園
慶
に
は
 
但
だ
蕎
黎
。
吾
が
里
 
百
鯨
家
な
り
し
も
、
世
乱
れ
て
 
各
お
の
東
西

す
)
と
、
戦
乱
を
逃
れ
る
人
々
の
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
『
詳
注
』
は
、
謝
眺
の
「
拝

中
軍
近
津
辛
階
王
陵
」
(
文
選
 
巻
四
〇
)
に
、
「
岐
路
 
西
、
.
 
昌
以
軟
嘔
 
(
岐
路
 
東

二
〇
〇
三
年
十
二
月
十
七
日
(
受
理
)

畑
村
 
学
 
 
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
［
楠
科
助
教
授

橘
英
範
 
岡
山
大
学
文
学
部
言
語
文
科
学
科
助
教
授

一
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お
お
う

西
な
れ
ば
、
或
い
は
以
て
軟
嘱
す
)
と
あ
る
の
を
引
い
て
い
る
。

 
張
籍
の
用
例
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
「
東
西
」
で
あ
れ
ば
数
例
見
え
る
。
1
6
「
感

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

春
」
(
巻
六
)
に
、
「
遠
客
悠
悠
任
病
身
、
謝
家
池
上
又
逢
春
。
明
年
各
自
東
西
去
、
上
地

看
花
是
別
人
」
(
遠
客
悠
悠
と
し
て
 
病
身
に
任
せ
、
謝
家
の
池
上
 
又
春
に
逢
う
。
明

年
 
各
自
 
東
西
に
去
り
、
此
の
地
 
花
を
看
る
は
謙
れ
別
人
)
と
あ
る
「
各
自
東
西
去
」

は
、
「
各
東
西
」
を
五
字
に
引
き
延
ば
し
た
表
現
。

 
な
お
、
張
籍
と
交
流
の
深
か
っ
た
王
建
の
別
れ
の
う
た
「
別
曲
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
三
〇

一
)
に
、
「
馬
頭
対
異
各
東
西
、
天
辺
柳
架
無
根
帯
」
〔
馬
頭
 
果
に
対
し
て
各
お
の
東
西

す
、
天
辺
の
柳
紫
 
根
帯
無
し
)
と
見
え
る
。

 
別
離
の
場
面
を
詠
じ
た
張
籍
の
詩
〔
楽
府
)
に
は
、
1
1
「
送
遠
曲
」
、
1
4
「
別
離
曲
」
(
と

も
に
巻
一
)
、
3
6
「
送
遠
曲
」
(
巻
七
)
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
「
各
東
西
」
は
、
旅
人

 
 
 
 
 
 

同
士
の
別
れ
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
徐
注
の
題
解
に
は
、
H
「
送

遠
曲
」
が
主
人
が
客
を
送
る
詩
で
あ
り
、
こ
の
詩
は
旅
人
同
士
の
別
れ
を
詠
っ
た
詩
で
あ

る
と
言
う
。

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
遊
人
別

2
一
束
復
一
西

3
出
門
相
背
爾
不
返

4
惟
信
車
輪
與
馬
蹄
」

5
道
路
悠
悠
不
知
威

6
山
高
海
闊
誰
辛
苦

7
遠
遊
不
定
難
寄
書

8
日
日
空
尋
別
時
語
」

9
浮
雲
上
天
雨
堕
地

10

b
時
會
合
終
離
異

11

艾
､
鳥
子
非
一
身

12

ﾀ
得
死
生
不
相
棄
」

遊
人
 
別
れ

一
は
如
し
 
復
た
一
は
西
す

門
を
出
で
て
相
背
き
 
両
つ
な
が
ら
返
ら
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
ま
か

惟
だ
車
輪
と
馬
蹄
と
に
信
ず
の
み

道
路
悠
悠
と
し
て
 
処
を
知
ら
ず

 
 
 
 
ひ
ろ

山
高
く
海
闊
く
し
て
 
誰
か
辛
苦
す
る

遠
遊
定
ま
ら
ず
 
書
を
寄
せ
難
し

日
日
空
し
く
尋
ぬ
 
生
時
の
語

浮
雲
天
に
上
り
て
附
置
に
堕
つ

 
 
 
 
 
つ
い
 
 
 
ち
 
い

暫
時
の
会
合
 
終
に
離
漏
す

我
 
今
 
子
と
一
身
に
非
ず

安
ん
ぞ
 
死
生
 
相
棄
て
ざ
る
を
得
ん
や

5
道
は
延
々
と
続
き
 
相
手
の
居
場
所
も
わ
か
ら
な
い

6
山
は
高
く
海
は
広
く
 
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
の
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
か

7
遠
い
旅
で
身
は
定
ま
ら
ず
 
手
紙
を
送
る
の
は
難
し
く

8
毎
日
あ
て
ど
な
く
考
え
る
の
は
 
別
れ
の
際
に
交
わ
し
た
言
葉
だ

9
た
だ
よ
う
雲
が
天
に
上
り
 
雨
が
地
上
に
落
ち
る
よ
う
に

10

墲
ｸ
か
な
問
の
仲
む
つ
ま
じ
い
出
会
い
も
 
結
局
は
離
れ
隔
た
っ
て
し
ま
う
の
だ

H
私
は
 
今
 
あ
な
た
と
一
つ
身
で
は
な
い

12

ﾇ
う
し
て
生
死
を
と
も
に
と
願
う
関
係
を
断
ち
切
ら
な
い
で
お
ら
れ
よ
う
か

地処西＿
…  切
棄語蹄韻
111一去上上
声声平
六八一
至語二
''斉

異苦11
去上
声声
七一
志○
(姥
同＿
用通
)押 v

【
語
釈
】

1
・
2
 
遊
人
別
、
 
一
束
復
一
西

〔
遊
人
〕
旅
人
。
「
遊
」
は
7
句
「
遠
遊
」
の
遊
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
遊
子
」
と
同
じ

よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
六
朝
以
前
の
古
い
用
例
は
見
ら
れ
ず
、
六
朝
詩
で
は
、
柳
偉
「
癬
衣
詩
」
(
『
早
昼
新
町
』

巻
五
)
に
、
「
行
役
滞
風
波
、
遊
人
滝
不
帰
」
(
行
役
 
風
波
に
滞
り
、
遊
人
 
滝
と
し
て

帰
ら
ず
)
と
あ
る
の
が
早
い
例
の
一
つ
。

 
唐
詩
に
は
多
く
の
用
例
が
あ
り
、
有
名
な
孟
浩
然
「
送
朱
大
入
秦
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一

六
〇
)
に
、
「
遊
人
武
陵
去
、
宝
剣
直
千
金
」
(
遊
人
武
陵
を
去
り
、
宝
剣
直
千
金
〉

と
あ
る
〔
た
だ
し
、
『
唐
詩
選
』
所
収
の
も
の
は
「
作
並
陵
」
を
「
作
諸
陵
」
、
五
陵
に
去

る
に
作
り
、
一
般
に
は
こ
ち
ら
で
知
ら
れ
て
い
る
)
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
杜
甫
に
は
用
例
が
な
い
。
張
籍
に
こ
の
他
四
例
。
こ
こ
と
同
じ
く
別
離
を
詠
じ
た
1
6
「
春

日
留
別
」
(
巻
二
)
に
、
「
遊
人
欲
別
離
、
酔
復
対
花
枝
」
(
遊
人
 
別
離
せ
ん
と
欲
し
、

酔
い
て
復
た
花
枝
に
対
す
)
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】

1
旅
人
同
士
が
別
れ
る
こ
と
に
な
り

2
一
人
は
東
に
 
一
人
は
西
に
向
か
っ
た

3
門
を
出
て
背
を
向
.
 
け
あ
っ
た
ら
 
二
人
置
も
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
く

4
た
だ
 
車
と
馬
に
身
を
任
せ
る
だ
け
だ

〔一

ｩ
復
一
西
〕
二
人
の
旅
人
の
う
ち
、
一
人
は
東
に
一
人
は
西
に
と
、
全
く
反
対
の
方

向
に
旅
立
っ
て
行
く
。

 
古
く
『
荘
子
』
天
運
に
、
「
風
起
北
方
、
一
西
一
束
、
有
上
等
裡
」
(
風
は
北
方
に
起
こ

 
 
あ
る
い
 
 
 
 
 
 
あ
る
い

り
、
 
一
は
西
し
一
は
東
し
、
上
り
て
彷
復
す
る
有
り
)
と
類
似
し
た
表
現
が
あ
る
が
、

こ
の
場
合
、
風
が
西
に
東
に
吹
く
様
子
を
言
い
、
意
味
は
異
な
る
。
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六
朝
の
詩
で
は
、
謝
眺
「
金
谷
聚
」
(
『
玉
壷
新
詠
』
巻
［
○
)
に
、
「
車
馬
一
東
西
、

別
後
思
今
夕
」
(
車
馬
 
一
た
び
東
西
せ
ば
、
別
後
 
今
夕
を
思
わ
ん
)
と
あ
る
。
張
籍

の
4
句
と
同
じ
く
「
車
馬
」
が
出
て
く
る
こ
と
、
東
西
別
々
に
去
っ
て
い
く
こ
と
、
別
れ

の
詩
で
あ
る
こ
と
で
類
似
す
る
。
ま
た
、
稽
古
「
送
別
友
人
」
(
『
解
文
類
聚
』
巻
二
九
)

に
、
「
君
東
単
磁
西
、
街
悲
涕
如
霰
」
(
君
は
東
し
 
我
も
亦
た
卜
す
、
悲
し
み
を
衙
ん
で

 
な
み
だ

 
涕
 
霰
の
如
し
)
と
あ
り
、
東
と
西
を
用
い
て
、
一
句
の
中
で
別
れ
を
対
照
的
に
描
い

て
い
る
点
で
こ
こ
と
共
通
す
る
.
 

 
唐
詩
に
も
類
似
し
た
表
現
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
薫
炉
「
送
王
著
作
赴
誤
記
幕
府
」
(
『
全

唐
詩
』
巻
一
九
八
)
に
、
「
燕
子
与
百
労
、
一
丁
復
一
東
」
(
燕
子
と
百
労
と
、
 
「
は
西
し

 
復
た
一
は
目
す
)
と
、
二
羽
の
鳥
に
準
え
て
「
王
著
作
」
と
の
別
れ
を
詠
ず
る
な
か
で
、

張
籍
の
「
東
」
「
西
」
を
入
れ
替
え
た
だ
け
の
全
く
同
じ
構
造
の
句
が
見
え
る
。

 
二
人
の
人
物
が
正
反
対
の
方
向
に
向
か
う
と
い
う
表
現
は
、
李
陵
の
作
と
し
て
伝
え
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ん
じ

れ
る
「
贈
蘇
武
別
」
(
『
藝
文
類
聚
』
巻
二
九
)
に
も
、
「
即
行
西
南
遊
、
我
独
東
北
翔
」
(
爾

行
き
て
 
西
南
に
遊
び
、
我
独
り
 
東
北
に
翔
け
る
)
な
ど
古
く
か
ら
見
え
る
。

 
以
上
冒
頭
の
二
句
で
は
、

と
を
詠
じ
て
い
る
。

3
・
4

［
出
門
〕

で
あ
る
。

二
人
の
旅
人
が
、
東
西
正
反
対
の
方
向
に
旅
立
っ
て
い
く
こ

出
門
相
背
両
不
返
、
惟
信
車
輪
与
馬
蹄

門
を
出
て
出
発
す
る
。
単
な
る
描
写
で
は
な
く
、

14

u
別
離
曲
」
の
【
語
釈
】
参
照
。

別
離
の
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
語

〔
信
〕
車
や
馬
の
進
み
に
任
せ
て
と
ぼ
と
ぼ
と
進
む
。
二
人
の
旅
人
の
別
れ
が
た
い
気
持

ち
を
象
徴
的
に
表
す
。

 
「
信
」
を
「
ま
か
す
」
の
意
味
で
解
釈
す
る
用
法
は
古
く
か
ら
あ
る
が
、
張
籍
の
こ
こ

の
よ
う
に
、
乗
り
物
に
身
を
任
せ
る
と
い
っ
た
表
現
は
、
詩
で
は
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

 
盛
唐
の
高
適
「
送
還
別
将
之
安
西
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
｝
四
)
に
は
、
「
絶
域
砂
胆
踏
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
ぼ

悠
然
信
馬
蹄
」
(
絶
域
 
砂
と
し
て
解
り
難
く
、
悠
然
と
し
て
馬
蹄
に
信
ず
V
と
、
送
別

詩
の
な
か
で
「
馬
蹄
に
信
ず
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
ま
た
、
無
籍
と
親
交
の
あ
っ
た

自
居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
は
、
長
安
に
し
ょ
ん
ぼ
り
と
戻
る
玄
宗
の
様
子
を
「
馬
に
信
せ

て
帰
る
」
と
表
現
し
て
い
る
他
、
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
韓
愈
に
も
「
遊
城
南
十
六
首
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

の
「
嘲
少
年
」
(
『
繋
年
集
釈
』
土
肥
)
に
、
「
祇
知
閑
信
馬
、
不
覚
誤
五
車
」
(
祇
だ
知
る

 
閑
か
に
馬
に
信
ず
を
、
覚
え
ず
 
誤
り
て
車
に
随
う
を
)
と
あ
り
、
馬
と
車
を
対
比
し

た
表
現
が
見
え
る
。
こ
う
し
た
「
信
」
の
用
法
は
、
中
唐
の
頃
に
は
広
く
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

張
籍
自
身
の
「
信
馬
」
「
信
車
」
の
用
例
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
車
輪
〕
車
輪
。
旅
人
が
乗
る
車
を
指
す
。
古
く
か
ら
用
例
の
あ
る
言
葉
で
、
曹
操
「
苦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
っ
く
つ

寒
行
」
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
に
は
、
「
羊
腸
坂
詰
屈
、
車
輸
為
之
擢
」
(
羊
腸
 
坂
 
詰
屈

 
 
 
 
 
 
 
 
く
だ

し
、
車
輪
 
之
が
為
に
擢
か
る
V
と
あ
り
、
旅
の
困
難
さ
を
詠
う
な
か
で
使
わ
れ
て
い
る
。

性
欲
は
、
曹
植
「
螢
舞
歌
五
首
・
聖
皇
篇
」
(
『
下
書
』
楽
寒
季
)
に
、
「
車
輪
鮭
川
回
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
め

四
馬
躊
躇
鳴
」
(
車
輪
 
.
 
為
に
斐
回
し
、
四
馬
 
躊
躇
し
て
鳴
く
)
と
あ
る
の
を
引
く
。

車
と
馬
が
対
比
さ
れ
て
お
り
、
陳
注
が
指
摘
す
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

 
唐
詩
に
も
用
例
が
多
く
、
例
え
ば
、
曹
操
「
苦
寒
行
」
を
模
し
た
李
臼
「
北
上
行
」
(
王

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ま
ず

寛
喜
本
巻
五
)
に
は
、
「
馬
足
願
側
石
、
車
輪
催
高
簡
」
(
馬
足
 
側
石
に
願
き
、
車
輪

 
 
 
く
だ

 
高
崩
に
握
く
)
と
あ
り
、
車
輪
と
馬
足
が
対
に
な
っ
て
い
る
。

 
杜
甫
に
.
 
は
一
例
。
「
偶
題
」
(
『
詳
注
』
巻
一
八
)
に
、
「
車
輪
徒
士
野
、
堂
構
惜
伍
腐
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か

 
 
 
 
 
 
 
 
た
く

(
車
輪
 
徒
ら
に
巳
に
嘉
す
、
堂
構
 
傍
お
席
け
た
る
を
惜
し
む
)
と
あ
る
。

 
張
籍
の
用
例
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
馬
蹄
〕
馬
の
ひ
づ
め
。
も
う
一
方
の
旅
人
が
乗
る
馬
を
指
す
。
「
車
輪
」
と
同
じ
く
古

く
か
ら
用
例
の
あ
る
言
葉
で
、
曹
植
「
白
馬
篇
」
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
に
は
、
「
仰
手
接

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ざ

飛
揉
、
偽
身
徹
馬
蹄
」
(
手
を
仰
し
て
飛
揉
に
接
し
、
身
を
傭
し
て
馬
蹄
を
散
ら
す
)
と

い
う
表
現
が
見
え
る
。

 
唐
詩
に
も
頻
出
し
、
陳
注
は
、
張
謂
「
送
斐
侍
御
帰
上
都
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
九
七
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お

に
、
「
江
月
随
人
影
、
山
花
越
馬
蹄
」
(
江
月
 
人
影
に
随
い
、
山
花
 
馬
蹄
を
 
う
)
と

あ
る
の
を
引
い
て
い
る
。

 
杜
甫
に
も
数
例
見
え
、
「
陪
鄭
広
文
軍
慮
将
軍
山
林
十
首
」
其
一
(
『
年
豆
』
巻
二
)
に

は
、
「
平
生
為
幽
興
、
未
惜
馬
蹄
遥
」
(
平
生
 
幽
興
を
為
し
、
未
だ
馬
蹄
の
遥
か
な
る
を

惜
し
ま
ず
V
と
あ
り
、
『
詳
注
』
は
、
蘇
伯
玉
の
妻
の
「
盤
中
詩
」
(
『
玉
仁
多
詠
』
巻
九
)

に
、
「
家
居
長
安
偏
在
蜀
、
何
惜
馬
蹄
帰
不
数
」
(
家
は
長
安
に
居
り
て
身
は
蜀
に
在
り
、

何
ぞ
馬
蹄
を
惜
し
ん
で
帰
る
こ
と
数
し
ば
せ
ざ
る
)
と
あ
る
の
を
引
く
。

 
張
籍
に
は
、
別
れ
の
歌
で
あ
る
1
4
「
別
離
曲
」
(
巻
一
〉
の
第
2
句
「
幾
時
更
踏
門
前

路
」
が
、
一
に
「
馬
蹄
幾
時
踏
樵
路
」
(
馬
蹄
 
幾
時
か
門
路
を
踏
む
)
に
作
り
、
ま
た
、

鼎
「
逢
慧
智
」
(
巻
六
)
に
、
「
十
二
街
中
春
雪
遍
、
馬
蹄
今
去
語
聾
家
」
(
十
二
寒
中

春
雪
遍
く
、
馬
蹄
今
去
り
て
 
誰
が
家
に
か
入
る
)
と
あ
る
他
、
四
例
見
え
る
。

 
こ
の
二
句
で
は
、
二
人
の
旅
人
の
行
動
を
客
観
的
に
描
写
す
る
こ
と
で
、
別
れ
が
た
い

気
持
ち
を
間
接
的
に
詠
じ
て
い
る
。

 
以
上
の
一
～
4
の
四
句
が
一
中
で
、
ひ
と
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
二
人
の
旅
人
の

別
れ
の
場
面
を
両
者
の
行
動
を
中
心
に
詠
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
詩
語
や
句
法
は
、
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離
別
の
詩
に
よ
く
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

打
ち
出
し
て
い
る

冒
頭
か
ら
別
れ
の
詩
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

5
・
6
 
道
路
悠
悠
不
知
処
、
山
高
海
闊
誰
辛
苦

〔
道
路
〕
二
人
の
旅
人
が
こ
れ
か
ら
通
る
道
。
古
く
か
ら
用
例
の
あ
る
言
葉
で
、
陳
注
は

「
古
詩
十
九
首
」
其
一
 
(
『
文
選
』
巻
二
九
)
に
、
「
道
路
阻
且
長
、
会
面
安
可
知
」
(
道

 
 
け
わ

路
 
阻
し
く
し
て
且
つ
長
し
、
会
面
 
安
ん
ぞ
知
る
べ
け
ん
)
と
あ
る
の
を
引
い
て
い
る
。

 
唐
詩
に
頻
出
し
、
杜
甫
に
も
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
そ
の
一
例
、
「
遣
興
三
首
」
其
一

(『

ｹ
盛
』
巻
六
)
に
、
「
我
今
日
夜
憂
、
諸
弟
各
異
方
。
不
知
死
与
生
、
何
況
道
路
長
」

(
我
今
 
日
夜
憂
え
、
諸
弟
 
各
お
の
方
を
異
に
す
。
知
ら
ず
 
死
と
生
と
、
何
ぞ
況
ん

や
 
道
路
の
長
き
を
や
)
と
あ
る
の
は
、
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
い
る
自
分
と
兄
弟
た
ち

と
の
距
離
の
遠
さ
を
言
う
。

上
善
に
こ
の
他
三
例
.
 
魂
、
鐸
南
帰
」
暮
驚
に
、
・
促
専
念
道
路
、
四
乱
闘
常

寧
」
(
促
促
と
し
て
道
路
を
念
い
、
四
支
 
常
に
は
寧
か
な
ら
ず
)
と
あ
る
の
は
、
故
郷

ま
で
の
遠
い
道
の
り
を
指
し
て
い
る
。

〔
悠
悠
〕
道
が
遥
か
に
続
く
さ
ま
。
古
く
か
ら
詩
に
常
見
の
語
。
陳
注
で
は
、
『
毛
詩
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
こ
 
 
そ
う

邸
風
「
載
馳
」
に
、
「
駆
馬
悠
悠
、
言
至
干
漕
」
(
馬
を
駆
る
こ
と
悠
悠
、
言
に
漕
に
至
ら

ん
)
と
あ
る
を
引
く
。

 
杜
甫
に
も
用
例
が
多
く
、
う
ち
「
発
秦
州
」
(
『
詳
注
』
巻
向
)
に
、
「
大
哉
乾
坤
内
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
こ
し

吾
道
長
悠
悠
」
(
大
な
る
か
な
 
乾
坤
の
内
、
吾
が
道
 
考
え
に
悠
悠
た
り
)
と
あ
る
の

は
、
「
道
」
と
一
緒
に
使
わ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。

 
書
籍
自
身
の
用
例
も
多
い
。
4
1
「
懐
別
」
(
巻
七
)
に
、
「
古
道
二
水
曲
、
悠
悠
緯
荒
村
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
古
道
 
水
に
随
い
て
曲
が
り
、
悠
悠
と
し
て
荒
村
を
緯
る
)
と
あ
る
の
は
、
川
に
沿
っ

て
続
く
「
古
道
」
の
様
子
を
表
現
す
る
。

〔
不
知
処
〕
い
っ
た
ん
別
れ
て
し
ま
え
ば
、
ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。

 
唐
以
前
の
詩
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
賦
の
用
例
で
は
あ
る
が
、
宋
玉
「
神
恵
賦
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ん
 
 
 
 
 
 
 
く
ら

(『

ｶ
選
』
巻
一
九
)
に
、
「
闇
然
而
瞑
、
忽
不
知
処
」
(
闇
然
と
し
て
細
く
、
忽
ち
処
を

知
ら
ず
)
と
あ
り
、
神
女
が
姿
が
消
え
て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
言
う
。

 
唐
詩
の
用
例
は
多
い
。
卑
応
物
「
遊
龍
門
香
山
泉
」
〔
『
全
唐
詩
』
巻
一
九
二
)
に
、
「
霊

草
有
時
香
、
仙
源
不
知
処
」
(
霊
草
 
時
に
香
る
有
り
、
仙
源
 
処
を
知
ら
ず
)
と
あ
る

の
は
、
仙
界
の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。

 
杜
甫
に
は
用
例
が
な
い
。
張
籍
も
こ
の
一
例
の
み
。

〔
山
高
海
闊
〕
別
後
の
道
中
の
困
難
さ
を
表
現
す
る
。
陳
注
は
、
宋
之
問
「
至
端
州
駅
見

杜
五
審
言
沈
三
佳
期
閻
五
朝
隠
王
二
無
競
題
壁
慨
然
成
詠
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
一
)
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ご

「
雲
揺
雨
散
各
翻
飛
、
海
闊
天
長
音
信
稀
」
(
雲
揺
き
雨
散
じ
て
 
各
お
の
翻
飛
し
、
海

闊
く
天
長
く
し
て
 
音
信
稀
な
り
)
と
あ
る
の
を
引
く
。
詩
題
の
四
人
(
杜
審
言
・
沈
佳

期
・
閻
朝
隠
・
王
無
競
)
が
み
な
散
り
散
り
に
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
言
う
。
宋

之
問
の
詩
に
は
、
張
籍
の
9
句
に
出
て
く
る
雲
と
雨
も
詠
わ
れ
て
い
る
(
後
述
)
。

〔
誰
辛
苦
〕
い
っ
た
い
誰
が
苦
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
遠
遊
を
続
け
る
旅

人
で
あ
る
あ
な
た
だ
。
心
学
画
因
で
は
、
「
誰
辛
苦
、
謂
誰
知
思
念
之
苦
也
」
、
相
手
を
思

う
こ
と
の
苦
し
み
を
誰
が
知
ろ
う
か
、
と
い
う
意
味
で
解
釈
す
る
が
、
そ
の
場
合
、
上
の

「
山
高
海
闊
」
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 
「
辛
苦
」
の
用
例
は
古
く
か
ら
あ
る
が
、
「
誰
」
と
結
び
つ
い
た
例
と
し
て
、
陳
注
は
、

陸
機
「
贈
従
兄
車
騎
詩
」
(
『
文
選
』
巻
二
四
)
に
、
「
膨
翻
遊
宙
子
、
辛
苦
誰
為
心
」
(
顧

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
さ

翻
た
り
 
遊
宙
の
子
、
辛
苦
 
誰
か
心
を
清
め
ん
)
を
引
く
。
故
郷
を
離
れ
て
役
人
を
し

て
い
る
者
(
遊
寅
子
)
は
、
辛
い
思
い
を
続
け
て
心
安
ら
か
に
し
て
お
れ
な
い
と
い
う
内

容
に
な
る
。
「
遊
人
」
で
は
な
い
が
、
張
籍
の
詩
と
.
 
類
似
し
た
表
現
で
あ
る
。
同
様
の
例

は
、
陸
機
の
表
現
を
踏
ま
え
た
謝
霊
運
「
永
初
三
年
七
月
十
六
日
之
郡
初
発
都
」
(
『
文
選
』

巻
二
六
)
に
も
、
「
辛
苦
誰
為
楽
、
遊
子
値
頽
暮
」
(
辛
苦
し
て
は
誰
か
情
を
為
さ
ん
、
遊

 
 
 
 
 
あ

子
は
頽
暮
に
値
え
り
)
と
あ
る
。

 
唐
詩
に
も
「
辛
苦
」
の
用
例
は
多
い
が
、
「
誰
」
と
結
び
つ
い
た
も
の
は
、
張
籍
以
外

に
二
例
。
い
ず
れ
も
同
時
代
か
後
の
時
代
で
あ
る
。
白
居
易
「
有
感
三
首
」
其
二
(
二
二

二
八
)
に
、
「
借
問
新
旧
主
、
信
楽
誰
辛
苦
」
(
借
問
す
 
新
旧
の
主
、
誰
か
楽
し
み
 
誰

か
辛
苦
す
る
)
と
あ
る
の
は
、
旅
の
苦
し
み
で
は
な
い
が
、
三
字
の
並
び
が
張
籍
と
同
じ
。

 
杜
甫
の
詩
に
は
「
辛
苦
」
の
用
例
が
十
例
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
な
か
に
旅
の
苦
労
を
い
う

例
も
い
く
つ
か
あ
る
。
「
龍
門
鎮
」
(
『
詳
注
』
巻
八
)
に
、
「
不
辞
辛
苦
行
、
下
値
短
景
急
」

(
辞
せ
ず
 
辛
苦
し
て
行
く
を
、
此
の
短
景
の
急
な
る
に
迫
る
)
と
あ
る
の
も
ぞ
う
し
た

例
の
一
つ
。

 
「
辛
苦
」
は
、
張
籍
に
こ
の
他
五
例
あ
り
、
多
く
は
農
作
業
の
苦
労
を
言
う
。
こ
こ
と

同
じ
く
旅
の
苦
労
を
言
う
例
と
し
て
、
3
2
「
覇
旅
行
」
(
巻
一
)
に
、
「
誰
試
聴
我
辛
苦
行
、

為
向
君
前
歌
一
声
」
(
誰
か
能
く
我
が
辛
苦
し
て
行
く
を
聴
か
ん
や
、
為
に
君
前
に
向
か

い
て
一
声
を
歌
わ
ん
)
と
あ
る
。

 
こ
の
二
階
は
、
別
れ
の
場
面
を
詠
じ
た
前
の
四
句
に
引
き
続
い
て
別
後
の
様
子
を
言
い
、

道
中
の
困
難
さ
と
相
手
の
苦
労
を
思
い
や
っ
て
詠
う
。
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7
・
8
 
遠
遊
不
定
難
寄
書
、
費
目
空
尋
別
時
差

〔
遠
遊
〕
遠
く
旅
に
出
る
。
1
1
「
送
遠
曲
」
(
巻
一
)
の
［
語
釈
】
参
照
。

〔
寄
書
〕
手
紙
を
送
る
。
古
く
か
ら
用
例
の
あ
る
言
葉
。
六
朝
の
詩
で
は
、
魏
四
二
「
燕

歌
行
二
首
」
其
二
(
『
宋
書
』
楽
志
)
に
は
、
「
別
目
何
易
会
目
黒
、
山
川
悠
遠
路
漫
漫
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
す

諺
主
思
君
未
食
言
、
寄
書
浮
雲
往
亡
還
」
(
別
日
 
何
ぞ
易
く
 
登
口
難
き
、
山
川
悠
遠

 
路
漫
漫
。
欝
陶
 
君
を
思
い
で
 
未
だ
敢
え
て
言
わ
ず
、
書
を
浮
雲
に
寄
す
れ
ば
 
往

け
ど
も
還
ら
ず
)
と
あ
り
、
別
後
の
情
を
詠
う
な
か
に
見
え
る
。
こ
こ
に
は
張
籍
の
9
句

に
あ
る
「
浮
雲
」
も
出
て
く
る
。

 
陳
注
は
、
杜
甫
「
月
夜
憶
舎
弟
」
(
『
詳
注
』
巻
七
)
に
、
「
寄
書
長
不
遠
、
況
乃
未
休

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ね

兵
」
(
書
を
寄
す
る
も
 
長
に
達
せ
ず
、
況
ん
や
乃
ち
未
だ
兵
を
休
め
ざ
る
を
や
)
と
あ

る
の
を
引
き
、
こ
の
場
合
、
戦
争
に
よ
り
音
信
不
通
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
「
寄

書
」
は
、
杜
甫
に
は
全
部
で
五
例
あ
る
。

 
張
工
に
は
こ
こ
以
外
に
も
う
一
例
、
m
「
寄
漢
心
故
人
」
(
巻
二
)
に
、
「
食
器
雨
中
発
、

寄
書
燈
下
封
」
(
帰
使
 
雨
中
に
発
し
、
寄
書
 
燈
下
に
封
ず
)
と
あ
る
。

〔
日
日
空
士
別
時
日
〕
旅
先
に
お
け
る
わ
ず
か
な
時
間
の
出
会
い
で
あ
っ
た
が
、
二
人
は

意
気
投
合
し
、
互
い
に
う
ち
解
け
た
。
そ
の
た
め
別
れ
た
後
も
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
別

れ
た
時
に
交
わ
し
た
言
葉
を
思
い
返
し
な
が
ら
旅
を
続
け
る
の
で
あ
る
。

 
「
空
尋
」
は
、
六
朝
の
詩
に
は
用
例
が
無
く
、
唐
詩
で
は
、
張
籍
以
前
で
は
、
魏
知
古

の
「
玄
元
観
尋
李
先
生
不
遇
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
九
一
)
に
、
「
羽
隠
今
何
在
、
空
芝
伊
洛

 
 
 
 
 
 
 
い
ず
く

間
」
(
羽
客
 
今
 
何
に
か
在
る
、
空
し
く
尋
ぬ
 
伊
欝
の
間
)
と
あ
る
の
み
。
張
籍
以

後
で
は
一
例
を
数
え
る
だ
け
で
あ
る
。

 
杜
甫
に
は
用
例
が
な
い
。
張
籍
に
も
こ
の
一
例
の
み
。

 
こ
の
二
句
、
離
別
後
は
相
手
の
居
場
所
が
分
か
ら
な
い
た
め
手
紙
を
送
る
こ
と
も
で
き

ず
、
別
れ
際
に
交
わ
し
た
言
葉
を
反
証
す
る
し
か
な
い
と
詠
う
。
前
掲
謝
眺
「
金
谷
聚
」

に
、
「
車
馬
一
東
西
、
別
後
思
今
夕
」
(
車
馬
 
一
た
び
東
西
せ
ば
、
別
後
 
今
夕
を
思
わ

ん
)
と
あ
る
、
別
れ
た
後
に
別
れ
の
場
面
を
思
い
出
す
と
い
う
点
で
、
発
想
が
共
通
し
て

い
る
。

 
以
上
の
5
～
8
の
四
句
が
一
韻
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
別
れ
の
場
面
を
詠

っ
た
冒
頭
の
四
句
を
受
け
て
、
こ
こ
で
は
別
後
の
二
人
の
様
子
を
詠
じ
て
い
る
。
冒
頭
四

句
が
二
人
の
旅
人
を
客
観
的
に
描
写
す
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
5
句
に
「
不
知
処
」
、

6
句
に
「
誰
辛
苦
」
と
い
っ
た
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
か
の
旅
人
の
視
点
に
立

っ
て
詠
わ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
方
の
旅
人
の
立
場
で
詠
う
と
い
う
こ

と
は
、
す
な
わ
ち
全
く
同
じ
状
況
に
あ
る
も
う
一
方
の
旅
人
の
立
場
で
詠
っ
て
い
る
こ
と

に
も
な
り
、
結
果
的
に
お
互
い
が
相
手
の
旅
の
苦
労
を
思
い
、

思
い
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

お
互
い
が
別
れ
の
場
面
を

9
・
1
0
 
浮
雲
上
天
雨
堕
地
、
暫
時
会
合
終
離
異

〔
浮
雲
上
天
雨
中
地
〕
空
に
上
る
雲
と
地
に
落
ち
る
雨
は
、
わ
ず
か
な
時
間
同
じ
場
所
に

留
ま
り
、
そ
の
後
反
対
の
方
向
に
離
れ
て
い
く
と
い
う
点
で
、
二
人
の
旅
人
に
準
え
ら
れ

て
い
る
。

 
同
様
の
表
現
は
、
唐
以
前
の
詩
で
は
、
江
津
「
別
流
昌
州
」
(
『
藝
文
類
聚
』
巻
二
九
)

に
、
「
不
言
雲
雨
散
、
更
似
東
西
流
」
(
言
わ
ず
 
雲
雨
散
ず
と
、
更
に
東
西
に
流
る
る
に

似
た
り
)
と
あ
る
の
が
、
雲
と
雨
の
比
喩
で
別
れ
を
表
現
し
て
い
る
点
で
類
似
し
、
か
っ

こ
の
詩
の
詩
題
に
あ
る
「
東
西
」
の
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
唐
詩
で
は
、
前
掲
宋
之
問
の
「
至
端
州
駅
見
十
五
審
…
…
」
に
、
「
雲
揺
雨
散
策
翻
飛
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ご

海
闊
天
長
音
信
稀
」
(
雲
揺
き
雨
散
じ
て
 
各
お
の
翻
飛
し
、
海
闊
く
天
長
く
し
て
 
音

信
稀
な
り
)
と
あ
り
、
同
じ
く
散
り
散
り
に
な
る
雲
と
雨
が
別
れ
を
象
徴
す
る
も
の
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。

 
「
浮
雲
」
は
空
に
浮
か
ぶ
雲
。
古
く
か
ら
、
身
を
寄
せ
る
あ
て
の
な
い
旅
人
に
喩
え
ら

れ
る
。
遅
筆
が
「
古
詩
十
九
首
」
其
一
(
前
掲
)
に
、
「
浮
雲
蔽
白
日
、
遊
子
不
目
白
」
(
浮

 
 
 
 
お
お

雲
 
白
日
を
蔽
い
、
遊
子
 
顧
反
せ
ず
)
と
あ
る
の
を
引
く
の
は
、
後
句
に
「
遊
子
」
〔
旅

人
)
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
太
陽
を
覆
う
こ
の
「
浮
雲
」
は
、
旅
人
の
心
の

憂
鯵
さ
を
象
徴
す
る
風
景
と
解
釈
さ
れ
、
旅
人
自
身
を
直
接
喩
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

よ
う
だ
。
遠
く
離
れ
ば
な
れ
に
あ
る
人
を
喩
え
る
「
浮
雲
」
の
例
と
し
て
は
、
李
陵
「
与

蘇
武
詩
三
首
」
其
一
(
『
文
選
』
巻
二
九
)
に
、
「
仰
視
浮
雲
馳
、
奄
忽
互
相
喩
」
(
酷
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
ん
ニ
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

で
浮
雲
の
馳
す
る
を
視
る
に
、
奄
忽
と
し
て
互
い
に
相
喩
ゆ
)
と
あ
る
の
が
古
い
例
の
う

ち
の
一
つ
。

 
唐
詩
に
も
同
様
の
用
例
は
多
く
、
有
名
な
李
白
「
送
友
人
」
(
王
碕
注
本
巻
一
八
)
に
、

「
浮
雲
遊
子
意
、
落
日
故
人
情
」
(
浮
雲
 
遊
子
の
意
、
落
目
 
故
人
の
情
)
と
あ
る
の

は
、
ま
さ
に
張
籍
と
同
じ
く
旅
人
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
杜
甫
に
も
多
く
の
用
例
が
あ
り
、
先
の
李
白
の
詩
を
踏
ま
え
た
「
夢
李
白
二
首
」
其
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
ぐ

(『

ﾚ
注
』
巻
七
)
に
は
、
「
浮
雲
終
日
行
、
遊
子
紅
血
至
」
(
浮
雲
 
終
日
行
り
、
遊
子

 
久
し
く
至
ら
ず
)
と
あ
る
。

 
書
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
暫
時
〕
非
常
に
短
い
時
間
。
唐
代
以
前
の
詩
の
用
例
は
少
な
い
。
費
麺
「
和
薫
洗
馬
画

屏
風
二
首
」
其
二
「
秋
気
涼
風
起
」
(
『
玉
壷
漏
話
』
巻
六
)
に
、
「
紅
顔
本
暫
時
、
君
還

誕
相
及
」
(
紅
顔
 
本
よ
り
暫
時
、
君
還
る
も
 
誼
ぞ
相
及
ば
ん
)
と
あ
る
の
は
、
そ
の

少
な
い
例
の
一
つ
で
、
夫
が
い
な
い
間
、
美
貌
が
あ
っ
と
い
う
間
に
衰
え
て
し
ま
う
と
詠
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う
な
か
に
見
え
る
。

 
杜
甫
に
四
例
。
う
ち
「
送
殿
中
楊
監
赴
蜀
見
相
公
」
(
『
詳
注
』
巻
一
五
)
に
、
「
人
生

在
世
間
、
聚
散
亦
暫
時
」
(
人
生
き
て
 
世
間
に
在
り
、
聚
散
 
亦
暫
時
な
り
)
と
あ
り
、

入
と
集
ま
っ
た
り
離
れ
た
り
す
る
の
は
わ
ず
か
な
時
間
だ
と
い
い
、
張
籍
の
詩
と
類
似
す

る
。 

典
籍
に
こ
の
他
一
例
、
9
0
「
天
元
宗
簡
」
(
三
六
)
に
、
「
暫
時
相
見
還
相
送
、
卸
閉
閑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

門
依
旧
愁
」
(
暫
時
相
見
て
 
還
た
相
送
る
、
都
っ
て
閑
門
を
閉
じ
て
旧
愁
に
依
る
)
と

あ
る
の
も
こ
こ
と
似
た
表
現
。

〔
会
合
〕
会
っ
て
仲
む
つ
ま
じ
く
す
る
こ
と
。
古
く
か
ら
用
例
の
あ
る
こ
と
ば
で
、
陳
注

は
、
曹
植
「
七
哀
詩
」
(
『
文
選
』
捲
二
三
)
に
、
物
響
三
二
異
勢
、
会
合
何
時
譜
」
(
浮
沈

 
各
お
の
勢
を
異
に
す
、
会
合
 
何
れ
の
時
に
か
合
わ
ん
)
と
あ
る
の
を
引
く
。
こ
の
場

合
、
男
女
(
夫
婦
)
の
会
合
に
つ
い
て
言
う
。

 
杜
甫
に
は
三
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
会
っ
て
い
る
時
間
の
短
さ
、
会
合
の
回
数
の
少
な
さ

を
言
う
。
そ
の
う
ち
「
冬
末
以
事
之
東
都
湖
城
東
遇
孟
雲
卿
復
帰
劉
顯
宅
宿
宴
飲
散
因
為

酔
歌
」
(
『
詳
注
』
画
廊
)
に
は
、
「
人
生
会
合
不
可
常
、
庭
樹
難
鳴
涙
如
霰
」
(
人
生
の
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
れ

合
 
常
に
す
べ
か
ら
ず
、
庭
樹
の
難
鳴
 
涙
 
霰
の
如
し
)
と
あ
る
。

 
張
.
 
籍
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
離
異
〕
離
れ
隔
た
る
。
『
楚
辞
』
九
章
「
惜
踊
」
に
、
「
終
危
独
以
離
異
分
、
日
置
可
思

而
不
可
侍
」
(
終
に
危
独
に
し
て
以
て
離
卜
す
る
か
、
曰
く
 
君
は
思
う
べ
く
し
て
博
む

べ
か
ら
ず
)
と
あ
り
、
君
(
君
王
)
か
ら
離
れ
背
く
こ
と
を
言
う
。
六
朝
詩
の
用
例
は
三

例
の
み
。
陳
注
の
引
く
港
岳
「
毒
忌
県
作
詩
二
首
」
其
二
(
『
文
選
』
巻
二
六
)
に
、
「
春

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
る

然
顧
輩
洛
、
山
川
遡
離
異
」
(
歩
調
と
し
て
輩
洛
を
顧
み
れ
ば
、
山
川
 
遡
か
に
し
て
離

書
す
)
と
あ
る
の
は
、
故
郷
の
山
川
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
を
言
う
。
李
善
注
は
先
の
『
楚

辞
』
九
章
「
惜
論
」
を
引
く
。

 
二
代
に
は
張
籍
の
こ
こ
以
外
に
二
例
、
孟
浩
然
と
清
昼
の
詩
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

孟
浩
然
の
「
書
懐
胎
京
邑
同
好
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
五
九
)
に
、
「
秦
楚
遡
離
異
、
翻
飛

何
日
同
」
(
秦
楚
 
遡
か
に
し
て
離
異
し
、
翻
飛
 
何
れ
の
日
に
か
同
じ
か
ら
ん
)
と
あ

る
の
は
、
懸
隔
の
詩
の
表
現
を
踏
ま
え
て
い
る
。

 
こ
の
二
句
は
、
二
人
が
親
交
を
深
め
た
の
は
わ
ず
か
の
間
で
あ
り
、
別
れ
た
後
は
二
度

と
再
会
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
、
天
に
上
る
雲
と
地
に
落
ち
る
雨
に
喩
え
て
詠
う
。

11

E
1
2
 
我
賜
与
子
非
一
身
、
安
得
死
生
不
相
棄

〔
我
今
与
子
非
一
身
〕
私
は
今
、
あ
な
た
と
は
一
つ
身
で
は
な
い
.
 

 
「
我
今
」
の
字
の
並
び
で
は
、
六
朝
詩
に
用
例
が
少
な
い
。
陸
機
「
順
東
西
門
行
」
(
『
楽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
う
す
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
っ
し
や
つ

府
詩
集
』
巻
三
七
)
に
、
「
桑
枢
戒
、
蜷
蝉
鳴
、
我
今
不
楽
歳
章
征
」
(
桑
枢
 
戒
む
る
も
、
耳
蝉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ニ
 
 
 
ゆ

 
鳴
き
、
我
 
今
 
楽
し
ま
ず
ん
ぱ
 
歳
は
章
に
征
か
ん
)
と
あ
る
の
は
、
少
な
い
例
の

な
か
の
一
つ
。

 
唐
詩
の
用
例
は
多
く
、
杜
甫
に
も
三
例
あ
る
。
う
ち
「
即
興
三
首
」
其
一
(
『
詳
注
』

巻
六
)
に
、
「
我
今
日
夜
憂
、
諸
弟
各
異
方
。
不
知
死
与
生
、
何
況
道
路
長
」
(
鰻
登
 
日

夜
憂
う
、
諸
弟
 
各
お
の
方
を
異
に
す
)
と
あ
り
、
諸
弟
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
い
る

「
今
」
を
限
定
し
て
い
る
。

 
張
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

 
「
非
一
身
」
は
、
同
じ
一
つ
の
体
で
は
な
い
こ
と
。
蘇
武
「
詩
四
首
」
其
一
(
『
文
選
』

巻
二
九
)
に
、
「
砲
陣
連
枝
樹
、
与
子
同
一
身
」
(
況
ん
や
 
我
 
連
枝
の
樹
に
し
て
、
子

と
一
身
を
同
じ
う
す
る
を
や
)
と
あ
る
の
は
、
同
じ
親
か
ら
生
ま
れ
た
兄
弟
に
対
し
て
「
同

一
身
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
意
味
は
張
籍
と
は
反
対
で
あ
る
が
、
 
一
句
の
構
造
は
同

じ
で
あ
る
。

 
明
の
謝
榛
が
『
四
漠
詩
話
』
で
言
う
よ
う
に
(
李
詩
毘
校
注
に
指
摘
)
、
同
様
の
表
現

は
、
秦
嘉
の
妻
・
徐
淑
が
夫
に
答
え
た
書
簡
(
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
二
)
に
、
「
身
非
形
影
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
び
わ

何
得
動
而
軌
倶
。
体
非
比
目
。
何
得
同
而
不
離
」
(
身
は
形
影
に
非
ず
。
何
ぞ
動
き
て
軌

ち
倶
に
す
る
を
得
ん
。
体
は
比
目
に
非
ず
。
何
ぞ
同
じ
く
し
て
離
れ
ざ
る
を
得
ん
)
、
私

と
あ
な
た
は
形
と
影
と
は
違
う
の
で
、
 
一
緒
に
動
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
匹
並
ん
で
泳

ぐ
比
目
魚
と
は
異
な
る
の
で
、
離
れ
な
い
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
述
べ
る
な
か
に

見
え
る
。
こ
こ
で
は
男
女
の
関
係
に
つ
い
て
言
う
。

 
「
非
一
身
」
の
用
例
は
、
張
籍
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
一
身
」
だ
け
で
あ
れ
ば

多
く
の
用
例
が
あ
る
。
同
じ
く
謝
榛
が
指
摘
す
る
劉
希
夷
「
公
子
行
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
八

二
)
に
は
(
た
だ
し
、
謝
榛
は
酪
賓
王
の
詩
と
す
る
)
、
「
与
君
田
向
転
相
親
、
与
君
双
棲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
た

共
一
身
」
(
君
と
相
向
い
て
 
転
た
相
親
し
み
、
君
と
双
棲
し
て
 
一
身
を
共
に
せ
ん
)

と
あ
り
、
美
し
い
女
性
に
あ
っ
た
公
子
の
願
い
を
記
す
な
か
に
「
共
一
身
」
と
見
え
る
。

〔
会
得
死
生
不
相
即
〕
死
ぬ
も
生
き
る
も
一
緒
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
君
と
同

じ
体
(
一
身
)
で
あ
れ
ば
生
死
を
土
ハ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
互
い
に
遠
遊
の
旅
人
で

あ
る
た
め
、
せ
っ
か
く
結
ば
れ
た
深
交
も
破
棄
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。

 
「
死
生
」
は
、
生
と
死
。
古
く
か
ら
用
例
の
あ
る
言
葉
で
、
『
毛
詩
』
郡
風
「
撃
鼓
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ろ
ニ

に
、
「
死
生
契
闊
、
与
子
成
説
」
(
死
生
三
江
、
子
と
説
び
を
成
す
)
と
あ
り
、
磐
戸
に

基
づ
い
て
解
釈
す
れ
ば
、
兵
士
同
士
が
、
生
き
る
も
死
ぬ
も
最
後
ま
で
互
い
に
助
け
合
お

う
と
約
束
す
る
言
葉
と
な
る
。
陳
注
引
く
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
は
、
「
死
生
有
命
、
富
貴

在
天
」
(
死
生
 
命
有
り
、
富
貴
 
天
に
在
り
)
と
あ
り
、
こ
れ
は
人
の
生
死
は
天
命
で
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あ
る
と
い
う
意
味
。

 
詩
に
お
い
て
も
古
く
か
ら
用
例
が
あ
る
。
杜
甫
に
は
七
例
あ
り
、
「
月
夜
憶
舎
弟
」
(
前

掲
)
に
、
「
有
弟
皆
分
散
、
無
家
問
死
生
」
(
弟
有
り
 
皆
分
散
し
、
家
の
死
生
を
問
う
無

し
)
と
あ
る
の
は
、
死
ん
で
い
る
か
生
き
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

 
張
籍
に
こ
の
他
も
う
一
例
。
6
1
「
没
蕃
故
人
」
(
巻
二
)
に
、
「
蕃
漢
断
消
息
、
死
生
長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ

別
離
」
(
蕃
漢
 
消
息
を
断
ち
、
死
生
 
長
え
に
別
離
す
)
と
あ
り
、
吐
蕃
に
遠
征
し
た

友
人
の
消
息
が
途
絶
え
、
生
死
も
わ
か
ら
.
 
な
い
ま
ま
永
遠
の
離
別
と
な
っ
た
こ
と
を
詠
っ

て
い
る
。

〔
相
棄
〕
見
捨
て
る
。
関
係
を
切
る
。
陳
注
は
、
飽
照
「
詠
史
詩
」
(
『
文
選
』
巻
二
一
)

に
、
「
君
平
独
娼
婦
、
身
世
両
相
棄
」
(
君
平
 
独
り
寂
買
た
り
、
身
世
 
両
つ
な
が
ら
相

棄
て
た
り
V
と
あ
る
を
引
く
。
厳
君
平
が
世
俗
を
顧
み
ず
、
世
間
も
ま
た
厳
君
平
に
見
向

き
も
し
な
い
と
言
う
。

 
杜
甫
に
も
い
く
つ
か
用
例
が
あ
り
、
「
送
顧
八
分
文
学
適
掌
篇
州
」
(
『
詳
注
』
巻
二
二
)

に
、
「
視
我
揚
馬
間
、
白
首
不
一
己
」
(
我
を
視
る
 
揚
馬
の
問
、
白
首
も
相
棄
て
ず
)
と

あ
る
の
は
、
年
を
取
っ
て
も
交
友
関
係
を
破
棄
し
な
い
こ
と
を
言
う
。

 
同
様
の
「
棄
」
は
、
艦
籍
に
こ
の
他
三
例
、
う
ち
2
5
「
鷺
宮
怨
」
(
巻
一
)
に
、
「
白
日

在
天
光
在
地
、
君
今
那
弓
長
相
棄
」
(
白
日
 
天
に
在
り
て
 
光
 
地
に
在
り
、
君
 
今

 
な
ん

 
 
 
と
こ
し

 
那
ぞ
長
え
に
相
棄
つ
る
を
得
ん
や
)
と
あ
り
、
ま
た
、
2
9
「
白
頭
吟
」
(
巻
一
)
に
、

「
春
天
百
草
秋
始
衰
、
棄
我
不
待
白
頭
時
」
(
春
天
の
百
草
 
秋
 
始
め
て
衰
え
、
我
を

棄
て
て
白
頭
の
時
を
待
た
ず
)
と
あ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
見
捨
て
ら
れ
た
宮
女
の
嘆
き
を

詠
ず
る
内
容
で
あ
る
。
王
臣
「
贈
離
角
」
(
『
王
建
詩
集
』
陣
中
)
に
、
「
少
年
使
我
上
相

棄
、
雌
鳴
雄
細
隙
悠
悠
」
(
少
年
に
し
て
 
我
を
し
て
忽
ち
相
棄
て
し
め
、
雌
鳴
き
雄
号

し
 
夜
悠
悠
た
り
)
と
あ
る
の
も
、
棄
婦
の
嘆
き
を
詠
じ
て
い
る
。

 
こ
の
二
句
で
は
、
せ
っ
か
く
知
り
合
っ
て
交
遊
を
結
ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
互
い
に

旅
人
で
あ
る
た
め
別
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
そ
の
無
念
さ
を
詠
い
、
詩
全
体
の
結
び
と
す
る
。

 
以
上
の
9
～
1
2
の
四
句
が
一
韻
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
一
人
称

の
「
我
」
を
使
っ
て
旅
人
が
前
面
に
出
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
う
一
方
の
旅
人

で
あ
る
「
子
」
と
の
別
れ
の
辛
さ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
吐
露
し
て
い
る
。

5
～
8
句
 
別
後
の
様
子

9
～
1
2
句
 
再
び
別
れ
の
場
面

 
第
一
段
と
第
二
段
は
、
二
人
の
旅
人
の
別
れ
の
場
面
と
別
れ
た
後
の
様
子
が
描
か
れ
て

お
り
、
時
間
的
に
つ
な
が
り
が
あ
る
。
第
三
段
は
、
場
面
が
再
び
第
一
段
と
同
じ
別
れ
の

場
面
に
戻
っ
て
い
る
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
詠
わ
れ
て
い
る
の
か
見
て
み
る
と
、

第
一
段
は
、
二
人
の
旅
人
の
様
子
を
客
観
的
に
描
写
し
て
い
る
の
に
対
し
、
第
二
段
で
は

旅
人
の
視
点
で
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
段
で
は
、
旅
人
の
一
人
が
前
面
に
出
て
き

て
、
相
手
と
の
別
れ
の
思
い
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
述
べ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
視

点
が
徐
々
に
旅
人
に
近
づ
い
て
い
く
と
い
う
構
成
上
の
工
夫
が
う
か
が
え
る
。

 
さ
て
、
こ
の
詩
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
み
れ
ば
、
い
ず
れ
の
段
落
も
、
田
籍
以

前
の
離
別
を
テ
ー
マ
に
し
た
詩
で
使
わ
れ
る
表
現
や
詩
語
を
用
い
て
旅
人
同
士
の
別
れ
を

詠
じ
て
い
る
。
そ
し
て
特
に
最
後
の
9
～
1
2
句
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
こ
は
「
男
女
間
の

愛
と
別
れ
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
表
現
を
多
く
用
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

 
ま
ず
、
9
句
の
「
雲
」
と
「
雨
」
の
言
葉
か
ら
は
、
【
語
釈
】
に
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、

宋
玉
の
「
高
唐
賦
」
に
記
さ
れ
る
楚
王
と
神
女
の
逢
瀬
が
容
易
に
思
い
浮
か
ぶ
。
そ
し
て
、

10

蛛
u
会
合
」
の
語
か
ら
は
、
用
例
と
し
て
挙
げ
た
曹
植
「
七
哀
詩
」
の
男
女
(
夫
婦
)

の
会
合
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
詩
の
結
び
の
1
1
・
1
2
句
に
は
、
「
一
身
」
「
棄
」

と
い
っ
た
男
女
間
の
深
い
愛
情
や
離
別
と
関
わ
る
詩
語
を
用
い
て
、
旅
人
同
士
の
別
れ
難

い
思
い
を
表
現
し
て
い
る
。

 
張
籍
が
女
性
の
心
情
を
巧
み
に
表
現
す
る
詩
人
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
3
「
雑
怨
」
、

7
「
征
婦
怨
」
、
8
「
白
紆
歌
」
、
1
0
「
寄
衣
曲
」
〔
と
も
に
巻
こ
に
よ
っ
て
確
認
し
て

き
た
が
、
本
稿
後
証
の
2
0
「
節
婦
吟
」
(
同
)
に
も
同
様
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
「
各
東

西
」
は
男
女
で
は
な
く
、
旅
人
同
士
(
男
同
士
)
の
別
れ
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
が
、
そ
う

し
た
詩
に
お
い
て
も
、
男
女
間
の
愛
情
や
女
性
の
思
い
を
詠
ず
る
際
に
使
う
表
現
を
、
張

籍
が
効
果
的
に
用
い
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 
 
(
畑
村
)

20

ﾟ
婦
吟

【
補
】

こ
の
詩
は
換
韻
の
箇
所
に
よ
っ
て
三
つ
の
段
落
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
～
4
句
 
別
れ
の
場
面

【
題
解
】

 
貞
節
な
妻
の
う
た
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
九
五
に
「
新
楽
府
辞
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い

る
。
他
の
詩
人
の
作
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 
「
節
婦
」
は
貞
節
な
妻
。
用
例
の
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
ば
で
、
張
籍
以
前
の
詩
に

お
い
て
は
、
傅
玄
の
「
秋
胡
行
二
首
」
其
一
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
六
)
に
「
美
此
節
婦
、

七
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高
行
魏
峨
」
(
美
な
る
か
な
 
此
の
節
婦
、
高
行
 
魏
峨
た
り
)
と
い
う
例
が
見
え
る
の

み
の
よ
う
だ
。
こ
こ
で
「
節
婦
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
魯
の
秋
胡
の
妻
。
秋
胡
は
結

婚
し
て
す
ぐ
に
家
を
去
り
、
数
年
た
っ
て
帰
宅
し
た
。
途
中
で
美
し
い
桑
摘
み
の
女
性
を

見
か
け
、
誘
惑
し
た
が
拒
絶
さ
れ
、
し
か
た
な
く
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
妻
が
そ
の
女
性
で
あ

っ
た
。
妻
は
夫
の
行
い
を
恥
じ
て
、
川
に
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
と
い
う
。

 
張
籍
の
「
節
婦
」
の
用
例
は
こ
れ
の
み
で
、
『
全
唐
詩
』
で
も
後
に
二
例
の
み
。
李
頻

の
「
寄
遠
」
(
『
全
唐
詩
』
五
八
七
)
と
胡
曾
の
「
田
夫
山
」
〔
『
全
唐
詩
』
六
四
七
)
で
、

と
も
に
望
夫
石
の
故
事
を
用
い
な
が
ら
、
夫
の
帰
り
を
待
っ
て
石
に
な
っ
た
妻
や
そ
の
系

統
に
連
な
る
女
性
を
「
節
婦
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 
唐
代
の
貞
節
観
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
著
書
や
論
文
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ら
に

譲
る
こ
と
と
す
る
が
、
「
節
婦
」
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
女
性
に
つ
い
て
、

簡
単
に
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

 
歴
史
書
に
お
い
て
は
、
『
口
書
』
武
帝
紀
か
ら
、
孝
子
や
節
婦
に
褒
美
を
与
え
た
と
い

う
記
述
が
時
折
り
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
に
「
節
婦
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
人
物

と
し
て
は
、
階
以
前
に
は
二
人
の
人
物
が
い
る
よ
う
だ
。
『
願
書
』
声
誉
伝
に
見
え
る
弓

思
遵
の
妻
の
魯
氏
と
『
謹
書
』
・
『
北
史
』
の
列
女
伝
に
見
え
る
韓
競
の
妻
の
干
氏
で
、
い

ず
れ
も
幼
く
し
て
嫁
ぎ
、
夫
を
す
ぐ
に
亡
く
し
て
子
供
も
い
な
か
っ
た
が
、
再
婚
の
勧
め

に
応
じ
な
か
っ
た
女
性
で
あ
る
。

 
魯
氏
の
場
合
は
、
再
婚
し
な
い
娘
に
業
を
煮
や
し
た
父
母
が
、
姑
で
あ
る
夢
助
が
再
婚

さ
せ
な
い
の
だ
と
訴
え
出
た
と
こ
ろ
、
老
い
た
姑
と
と
も
に
役
所
に
出
向
い
て
実
情
を
述

べ
た
と
い
い
、
廃
帝
に
よ
っ
て
「
節
婦
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
凹
地
の
方
は
、
父
か
ら
の

再
婚
話
を
断
っ
て
、
庶
子
を
世
継
ぎ
と
し
て
我
が
子
の
よ
う
に
育
て
、
た
ま
に
親
族
の
家

に
行
く
時
以
外
は
人
前
に
姿
を
見
せ
ず
、
粗
衣
粗
食
で
音
楽
な
ど
も
遠
ざ
け
た
。
文
帝
に

よ
っ
て
称
賛
さ
れ
て
門
に
表
柱
が
建
て
ら
れ
、
長
安
中
が
「
節
婦
闘
」
と
称
し
た
と
い
う
。

 
新
旧
『
唐
書
』
の
列
女
時
等
で
「
節
婦
」
と
称
さ
れ
て
い
る
女
性
は
、
三
人
い
る
よ
う

だ
。
 
一
人
は
大
暦
中
の
江
陰
県
尉
で
あ
る
郷
待
徴
の
妻
の
薄
氏
で
、
賊
に
捕
ら
え
ら
れ
て

辱
め
ら
れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
村
人
を
通
じ
て
夫
に
「
義
と
し
て
辱
め
を
受
け
ず
」
と

の
こ
と
ば
を
伝
え
た
後
、
江
に
身
を
投
じ
た
と
い
う
。
江
左
の
多
く
の
文
人
が
彼
女
の
た

め
に
「
節
婦
文
」
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
李
華
の
「
哀
節
婦
賦
」
(
『
全
唐
文
』

巻
三
一
四
)
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

 
も
う
一
入
は
鄭
廉
の
妻
の
「
堅
貞
節
婦
」
李
氏
で
、
十
七
歳
で
嫁
い
で
一
年
も
し
な
い

う
ち
に
夫
が
亡
く
な
り
、
粗
衣
粗
食
の
生
活
を
続
け
て
い
た
が
、
夢
の
中
に
男
が
出
て
き

て
求
婚
し
た
。
そ
の
後
も
た
び
た
び
夢
に
見
る
の
で
、
自
分
の
容
貌
が
ま
だ
衰
え
て
い
な

い
た
め
に
招
い
た
も
の
と
思
い
、
髪
を
切
り
ぼ
ろ
を
着
て
、
顔
も
体
も
垢
と
埃
に
ま
み
れ

る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
男
の
夢
を
見
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
刺
史
の
白
大
威
が
そ
の
操

を
ほ
め
、
「
堅
貞
節
婦
」
と
名
付
け
て
表
柱
を
建
て
、
住
ん
で
い
る
所
を
「
節
婦
里
」
と

呼
ん
だ
と
い
う
。

 
最
後
の
一
人
は
、
安
南
の
賊
帥
で
あ
る
陶
斉
亮
の
母
の
「
金
節
婦
」
な
る
女
性
で
、
や

や
傾
向
が
異
な
っ
て
い
る
。
我
が
子
斉
亮
に
忠
義
を
教
え
よ
う
と
し
た
が
、
頑
と
し
て
受

け
つ
け
な
か
っ
た
た
め
子
と
交
わ
り
を
断
ち
、
謹
厳
実
直
な
生
涯
を
貫
い
た
人
物
で
、
大

暦
の
初
め
に
称
揚
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
の
場
合
、
「
節
婦
」
で
あ
る
と
称
賛
さ
れ
た

と
い
う
記
述
は
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
彼
女
の
名
前
か
呼
び
名
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

 
「
吟
」
は
し
ば
し
ば
楽
府
題
に
用
い
ら
れ
る
字
。
『
楽
府
詩
集
』
で
漢
横
吹
曲
に
分
類

さ
れ
る
「
階
心
事
」
、
吟
歎
曲
に
分
類
さ
れ
る
「
大
雅
吟
」
、
楚
調
曲
に
分
類
さ
れ
る
「
梁

甫
吟
」
・
「
白
頭
吟
」
・
「
東
武
吟
」
な
ど
、
古
く
か
ら
多
く
の
楽
府
題
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
張
籍
に
も
い
く
つ
か
用
例
が
あ
る
が
、
例
え
ば
2
9
「
白
頭
吟
」
(
巻
一
)
は
古
塁
を
用

い
た
も
の
で
あ
り
、
2
2
「
樵
客
思
］
(
取
下
)
は
こ
の
詩
と
同
じ
く
、
正
客
に
よ
っ
て
新

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
に
創
設
さ
れ
た
楽
府
題
の
よ
う
で
あ
る
。

 
な
お
、
「
節
婦
吟
］
と
似
た
作
り
方
の
楽
府
題
と
し
て
は
、
「
処
女
吟
」
(
『
楽
府
詩
集
』

巻
五
八
)
・
「
嬬
婦
吟
」
(
同
源
七
六
)
が
あ
る
。

 
『
楽
府
詩
集
』
の
解
題
に
よ
れ
ば
「
処
女
吟
」
は
「
琴
操
」
に
見
え
る
古
い
も
の
で
、

魯
の
処
女
が
「
女
貞
木
」
(
ね
ず
み
も
ち
の
木
)
を
見
て
、
節
を
守
ろ
う
と
い
う
自
己
の

思
い
を
詠
じ
た
作
と
さ
れ
て
い
る
。
『
楽
府
詩
集
』
で
は
そ
の
後
に
梁
の
簡
文
帝
と
沈
約

の
「
貞
女
引
」
、
孟
郊
の
「
列
女
操
」
が
並
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
も
貞
節
を
守
り
通
し
た

い
と
い
う
女
性
の
思
い
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
「
嬌
隔
壁
」
は
北
港
の
薫
撚
の
作

を
収
め
る
の
み
。
夫
の
い
な
い
寡
婦
の
寂
し
さ
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。

 
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
四
庫
全
書
本
・
『
楽
府
詩
集
』
は
「
節
婦
吟
」
と
の
み
題
し
て
い
る

が
、
こ
の
詩
題
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
異
同
が
あ
る
。

 
『
中
晩
唐
詩
叩
堅
地
』
は
「
節
婦
吟
」
と
題
し
、
題
下
の
注
に
「
此
寄
東
平
李
師
濫
作

也
」
と
い
う
。
『
唐
文
粋
』
・
『
唐
詩
曲
事
』
は
「
節
婦
吟
寄
東
平
李
滞
空
」
に
作
り
、
『
唐

詩
百
名
家
全
集
』
・
静
嘉
堂
本
・
『
全
唐
詩
』
は
、
「
節
婦
吟
寄
東
平
李
曇
空
師
道
」
に
作

っ
て
い
る
。

 
「
東
平
」
は
地
名
、
晴
の
東
平
郡
(
山
東
省
東
平
県
一
帯
〉
で
、
唐
革
の
鄙
州
。
「
司

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
づ

空
」
は
官
名
。
李
師
道
は
元
和
十
年
(
8
1
)
、
時
の
宰
相
武
元
衡
の
暗
殺
を
指
示
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
、
山
東
の
軍
閥
。
元
和
元
年
(
0
6
)
か
ら
元
和
十
三
年
(
1
8
)
ま
で
平
慮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

潤
青
節
度
使
の
任
に
あ
り
、
元
和
十
一
年
(
1
6
V
、
検
校
司
空
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
後

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
引
く
『
容
斎
三
筆
』
の
記
述
と
「
寄
東
平
李
司
空
師
道
」
に
作
る
詩
題
と
が
関
連
づ
け

ら
れ
て
、
こ
の
詩
は
、
こ
の
李
師
道
か
ら
幕
下
に
招
か
れ
た
張
籍
が
、
拒
絶
の
意
を
伝
え

る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
の
こ
と
は
こ
の
詩
の
制
作
年
代
と
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、
上
に
記
し
た
師
道
の
経
歴

か
ら
し
て
、
「
東
平
司
空
李
師
道
」
と
呼
べ
る
の
は
元
和
十
一
年
(
1
6
)
か
ら
元
和
十
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

年
(
…
…
)
ま
で
の
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
、
張
籍
は
国
士
監
助
教
と
し
て
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長
安
に
い
た
。

 
移
監
氏
は
「
張
階
上
《
節
婦
吟
》
置
疑
」
(
『
文
献
研
究
』
第
一
輯
所
収
、
北
京
図
書
館

出
版
社
、
一
九
九
九
年
)
の
中
で
、
「
節
婦
吟
」
の
表
現
か
ら
、
こ
の
詩
の
作
者
は
郎
官

に
あ
っ
た
人
物
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
張
籍
で
は
な
い
と
い
う
説
を
提
出
す
る
。
そ
し

て
、
李
師
道
の
節
度
使
時
期
に
、
朝
廷
か
ら
東
平
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
の
張
宿
と
い
う
人

物
が
、
こ
の
詩
の
作
者
で
あ
ろ
う
と
考
証
し
て
い
る
。

 
一
方
で
、
『
唐
詩
百
名
家
全
集
』
本
等
が
李
師
道
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
こ
の
判
司
空

は
李
師
道
で
は
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
宋
の
洪
遙
の
『
容
斎
三

筆
』
巻
六
「
張
籍
陳
自
己
詩
」
(
四
部
叢
刊
)
の
条
で
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

 
張
籍
在
他
幕
、
郵
帥
李
師
古
、
又
以
書
止
辟
之
。
籍
却
而
不
納
、
而
作
節
婦
吟
一
章
、

昏
昏
日
、
…
…
(
詩
は
省
略
)

 
張
籍
 
他
幕
に
在
り
、
郷
帥
李
師
古
、
又
た
書
幣
を
以
て
之
を
辟
す
。
籍
 
却
け
て

納
れ
ず
、
而
し
て
節
婦
吟
一
章
を
作
り
、
之
に
寄
せ
て
曰
く
、
・
・
…
・

 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
他
の
節
度
使
の
幕
下
に
い
た
張
籍
を
招
い
た
の
は
、
早
筆
古
と
い
う

こ
と
に
な
る
(
正
確
に
い
え
ば
、
李
師
道
と
い
う
名
前
は
一
部
の
版
本
の
詩
題
に
の
み
現

れ
る
も
の
で
、
張
籍
を
招
い
た
と
い
う
こ
と
が
資
料
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
弓
師

古
の
み
で
あ
る
)
。

 
李
師
古
は
李
師
道
の
異
母
兄
で
、
貞
元
八
年
(
2
9
7
)
に
郵
州
大
都
府
理
博
と
な
り
、
貞

元
二
十
一
年
(
5
0
8
)
三
月
に
検
校
司
空
と
な
り
、
元
和
元
年
(
脳
)
の
閏
六
月
に
卒
し
て

い
る
。
李
師
道
は
そ
の
死
後
に
後
任
と
し
て
平
曲
酒
青
節
度
使
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
濡
古
を
棄
平
運
否
空
・
と
呼
び
・
つ
る
の
は
、
貞
元
二
士
年
(
5
0
8
)
か

ら
元
和
元
年
(
0
)

 
 
 
 
 
 
 
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
 
 
 
 
 
き

 
羅
氏
年
譜
に
よ
れ
ば
、
張
籍
は
こ
の
時
ち
ょ
う
ど
節
度
使
の
幕
僚
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

お
り
、
羅
氏
は
、
以
上
の
こ
と
に
基
い
て
、
李
師
道
に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
誤
り
で
、
李
師

古
が
正
し
い
と
し
、
こ
の
詩
を
貞
元
二
十
一
年
(
獅
)
の
作
と
し
て
い
る
。

 
以
上
の
よ
う
な
諸
説
が
あ
っ
て
、
張
籍
の
作
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
作
品
で
あ
る
が
、

新
た
な
資
料
が
見
出
さ
れ
な
い
限
り
は
、
『
容
斎
三
筆
』
の
記
述
に
従
い
、
李
師
道
と
す

る
テ
キ
ス
ト
が
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
、
最
も
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
な
お
、
こ
の
詩
は
辛
延
年
の
「
羽
林
郎
」
(
『
玉
毫
新
詠
』
巻
一
。
以
下
、
出
典
は
省
略

す
る
V
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
宋
の
劉
克
荘
の
『
後
悔
詩
話
』
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
清
の
賀
胎
孫
の
『
詩
筏
』
に
は
、
古
楽
府
「
枕
上
桑
」
(
同
前
。
た
だ
し
『
玉

壷
新
雪
』
は
「
日
出
東
南
隅
行
」
に
作
る
が
、
諸
注
釈
書
に
従
っ
て
「
階
上
桑
」
と
表
記

す
る
。
以
下
、
出
典
は
省
略
)
に
基
づ
く
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
久
保
天
随
『
古
詩
評
釈
』

(
新
声
社
、
一
九
〇
〇
年
)
や
徐
注
に
お
い
て
こ
の
二
首
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
丸
山
茂
氏
「
張
籍
楽
府
『
節
婦
吟
』
に
つ
い
て
」
(
『
研
究
紀
要
』
第
二

九
号
、
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
四
年
)
に
お
い
て
は
、
そ
の
関
係
が
詳
細

に
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
懇
切
な
読
解
が
施
さ
れ
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
李
師
古
・
李
師

道
の
事
跡
に
つ
い
て
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

 
ま
た
、
有
名
な
作
品
で
あ
る
た
め
、
詩
話
に
お
い
て
多
数
の
言
及
が
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

目
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
注
釈
書
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
特
に
野
ロ
一
雄
氏
の
『
女
性
と
恋
愛
』

(『

?
糟
ﾃ
典
詩
野
花
』
1
0
、
小
学
館
、
一
九
八
四
年
)
に
は
啓
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
さ
ら
に
、
当
期
に
も
丸
山
氏
の
前
掲
論
文
の
他
、
呉
言
笑
氏
の
「
試
析
『
節
婦
吟
』

1
兼
論
叙
事
詩
的
情
節
構
成
」
(
『
中
外
文
学
』
七
巻
第
二
期
、
一
九
七
人
年
)
や
董
昌
運

氏
の
「
以
纏
綿
情
意
味
、
表
節
義
肝
腸
-
読
張
籍
『
節
婦
吟
』
」
(
『
文
史
知
識
』
、
一
九
九

四
年
第
五
期
)
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
多
く
の
先
行
文
献

に
多
大
な
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
が
、
煩
雑
に
な
る
の
で
、
必
要
な
部
分
以
外
は
一
々
記
す

こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
近
年
妾
有
夫

2
贈
妾
讐
明
細

3
感
君
纏
綿
意

4
繋
在
紅
羅
禰

5
妾
家
高
卑
連
苑
起

6
良
人
執
戟
明
光
裏

7
知
君
用
心
如
日
月

8
事
夫
誓
擬
同
生
死

9
還
君
明
珠
讐
涙
垂

10

ｽ
不
相
逢
製
糸
時

 
 
 
し
よ
う

君
は
 
妾
に
夫
有
る
を
知
り
て

 
 
 
 
そ
う
め
い
し
ゅ

妾
に
贈
る
 
双
明
珠

 
 
て
ん
め
ん

君
が
纏
綿
の
意
に
感
じ

つ
な
 
 
 
 
こ
う
ら
 
 
じ
ゃ

繋
ぎ
て
紅
羅
の
禰
に
在
り

 
 
 
 
 
 
 
え
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

妾
が
家
の
高
楼
は
 
苑
に
連
な
っ
て
起
ち

ウ
よ
う
じ
ん
 
 
げ
き
 
 
と
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ち

良
人
戟
を
執
る
明
光
の
裏

君
の
心
を
用
う
る
こ
と
 
日
月
の
如
き
を
知
る
も

 
 
つ
か
 
 
 
 
せ
い
ぎ

夫
に
事
え
て
誓
擬
す
 
生
死
を
同
じ
く
す
る
を

 
 
 
 
か
え
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

君
に
明
珠
を
還
せ
ば
 
双
涙
浸
る

 
 
 
 
 
か

何
ぞ
 
未
だ
嫁
せ
ざ
り
し
時
に
相
逢
わ
ざ
る

【
口
語
訳
】

1
あ
な
た
は
 
私
に
夫
が
い
る
の
を
知
り
な
が
ら

2
私
に
二
つ
の
輝
く
真
珠
を
く
れ
ま
し
た

3
あ
な
た
の
熱
い
思
い
に
打
た
れ

4
赤
い
う
す
ぎ
ぬ
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
縫
い
つ
け
ま
し
た

5
私
の
家
の
高
殿
は
 
御
苑
に
連
な
っ
て
建
っ
て
お
り

6
夫
は
明
光
殿
で
手
に
戟
を
持
つ
身

7
あ
な
た
の
お
心
遣
い
が
 
日
月
の
よ
う
に
く
も
り
な
い
も
の
と
知
っ
て
は
い
ま
す
が

8
夫
に
仕
え
 
一
生
を
添
い
と
げ
よ
う
と
誓
っ
た
私

9
あ
な
た
に
真
珠
を
返
そ
う
と
す
る
と
 
両
の
目
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
す
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ﾇ
う
し
て
嫁
ぐ
前
に
め
ぐ
り
逢
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

【
押
韻
一

夫
・
珠
・
儒
-
上
平
一
〇
虞

起
・
裏
-
上
声
六
止
 
死
-
上
声
五
竜
(
同
用
)

垂
-
上
平
五
支
 
時
-
上
平
七
之
(
同
用
)

【
語
釈
】

1
・
2
 
君
知
妾
有
夫
、
贈
妾
双
明
珠

〔
君
知
妾
有
夫
〕
あ
な
た
は
私
に
夫
が
い
る
の
を
知
っ
て
い
な
が
ら
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
ず
か

 
勘
注
も
引
く
よ
う
に
、
「
陽
上
桑
」
に
「
使
君
自
有
婦
、
羅
二
二
有
夫
」
(
心
馳
 
 
自

ら
婦
有
り
、
羅
敷
 
自
ら
夫
有
り
)
の
句
が
あ
る
。

 
唐
詩
に
お
い
て
は
、
王
維
の
「
雑
詩
」
(
趙
本
巻
五
)
に
「
楚
国
無
如
妾
、
立
家
自
有

 
 
 
 
 
 
 
し

夫
］
(
楚
国
 
妾
に
如
く
は
無
し
、
秦
家
 
自
ず
か
ら
夫
有
り
)
と
「
階
上
桑
」
が
踏
ま

え
ら
れ
て
い
る
。

 
呉
氏
・
丸
山
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
冒
頭
の
わ
ず
か
五
字
で
、
君
・
夫
・
妾
の
三
者

の
関
係
が
鮮
や
か
に
示
さ
れ
る
。

〔
贈
妾
双
明
珠
〕
私
に
二
つ
の
真
珠
を
く
れ
た
。

 
「
明
珠
」
は
真
珠
。
「
明
」
は
真
珠
の
属
性
を
冠
し
た
の
み
で
、
特
に
強
い
意
味
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
に
は
光
を
表
す
文
字
が
多
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
訳
文
に
は
そ
の
意
味
を
出
し
て
お
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
だ
 
 
 
け
い

 
「
階
上
桑
」
に
「
頭
上
倭
額
髪
、
耳
中
明
月
珠
」
(
頭
上
 
倭
堕
の
髪
、
的
中
 
明
月

 
た
ま

の
珠
)
と
あ
り
、
「
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作
」
(
『
玉
毫
新
詠
』
巻
一
)
に
「
早
藤
流
紋
素
、

 
 
 
 
 
 
 
 
り
ゅ
う
が
ん
 
 
 
 
 

ご
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
う
 
 

つ

耳
著
明
月
蟷
」
(
腰
は
流
紋
の
素
の
若
く
、
耳
に
は
明
月
の
瑠
を
著
く
)
と
あ
る
。
ま
た
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
 
 
く

繁
欽
の
「
定
情
詩
」
(
同
前
)
に
は
「
何
心
致
区
区
、
忙
中
双
明
珠
」
(
何
を
以
て
か
 
区
区

を
致
さ
ん
、
耳
中
の
双
明
珠
)
と
「
双
明
珠
」
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
丸
山
氏
は
こ

れ
ら
の
例
を
挙
げ
た
上
で
、
こ
の
真
珠
は
耳
飾
り
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

 
ま
た
、
丸
山
氏
は
こ
の
「
双
明
珠
」
が
「
還
君
明
珠
双
涙
流
」
の
句
の
伏
線
と
な
っ
て

い
て
、
他
の
詩
語
と
置
き
換
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
詩
は
「
聯
珠
」

「
戟
」
「
明
光
」
「
日
月
」
「
涙
」
と
い
う
「
光
」
を
放
つ
詩
語
を
ち
り
ば
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
心
」
を
象
徴
さ
せ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

 
「
明
王
」
の
用
例
と
し
て
は
、
繁
欽
の
「
定
情
詩
」
の
他
に
、
曹
植
の
「
美
女
篇
」
(
『
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ん
ご
 
 
 
ぼ
く
な
ん

選
』
巻
二
七
)
に
「
明
輝
交
玉
体
、
珊
瑚
間
木
難
」
(
玉
珠
 
玉
体
に
交
じ
り
、
珊
瑚
 
木
難

 
ま
じ

に
間
わ
る
)
と
い
う
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
美
女
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
描
写
し
た
句
で
あ

る
。

 
張
籍
の
敬
愛
し
た
杜
甫
に
は
一
例
の
み
。
「
瀦
將
胆
道
旗
四
(
『
詳
注
』
巻
一
六
)
に

「
越
裳
錫
翠
無
消
息
、
南
海
明
珠
久
寂
蓼
」
(
越
裳
の
輩
翠
 
消
息
無
く
、
南
海
の
明
珠

 
久
し
く
寂
蓼
)
と
い
う
。
各
地
か
ら
の
貢
ぎ
物
が
献
上
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
い
う

二
句
。

 
張
籍
の
「
明
珠
」
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。
似
た
詩
語
と
し
て
は
、
丸
山
氏
も
指
摘
す
る

よ
う
に
、
5
「
寄
遠
曲
」
(
巻
一
)
に
「
蘭
舟
桂
日
常
渡
江
、
無
因
重
寄
双
手
蟷
」
(
葦
舟

 
け
い
し
ウ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モ
う
け
い
と
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ

 
桂
槍
 
常
に
江
を
渡
る
も
、
重
ね
て
双
環
瑠
を
寄
す
る
に
因
る
無
し
)
と
「
双
硬
瑠
」

の
語
が
あ
っ
た
。
そ
の
【
語
釈
】
参
照
。

 
冒
頭
の
二
句
、
夫
あ
る
女
性
が
真
珠
を
贈
ら
れ
た
こ
と
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
五
言
二

軍
の
わ
ず
か
十
字
の
中
に
「
妾
」
の
文
字
が
二
回
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
私
に
夫
が
い
る

の
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
私
に
贈
り
物
を
く
れ
た
」
と
、
意
外
な
気
持
ち
・
相
手
の
思
い

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

3
・
4
感
君
纏
綿
意
、
繋
在
紅
羅
儒

〔
感
君
纏
綿
意
〕
あ
な
た
の
ね
ん
ご
ろ
な
気
持
ち
に
感
動
し
て
。

 
「
纏
綿
」
は
畳
韻
語
、
と
も
に
『
広
韻
』
で
下
平
二
仙
に
属
す
る
文
字
。
ま
と
わ
り
つ

い
て
離
れ
な
い
形
容
。
「
纏
綿
意
」
で
、
心
に
ま
つ
わ
っ
て
離
れ
な
い
気
持
ち
。
 
一
途
な

思
い
。

 
「
古
詩
為
焦
仲
卿
造
作
」
(
前
出
〉
に
「
新
婦
謂
府
吏
、
感
君
区
区
懐
」
(
新
婦
 
府
吏

に
謂
う
、
君
が
区
区
の
懐
い
に
感
ず
)
と
い
う
。
実
家
に
返
さ
れ
る
妻
が
、
し
ば
ら
く
し

た
ら
迎
え
に
来
る
と
い
う
夫
に
対
し
て
述
べ
た
部
分
。
「
区
区
」
は
繁
欽
の
「
定
情
詩
」

に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
ま
や
か
な
心
遣
い
を
形
容
す
る
こ
と
ば
で
、
「
纏
綿
」
に

近
い
意
味
と
い
え
よ
う
。

 
「
纏
綿
」
の
語
は
、
『
潅
南
子
』
に
刀
剣
の
模
様
を
描
写
し
て
「
纏
綿
経
冗
、
似
数
而

 
 
 
 
 
け
い
じ
ょ
う
 
 
 
 
 
さ
く

疏
」
(
纏
綿
 
経
冗
し
て
、
数
に
似
て
疏
な
り
)
と
い
う
な
ど
古
く
か
ら
見
え
、
詩
に
お

い
て
も
多
く
の
用
例
が
あ
る
。

 
男
女
の
情
に
つ
い
て
用
い
た
例
と
し
て
は
、
六
朝
期
に
は
「
子
夜
四
時
歌
」
の
「
夏
歌

二
十
首
」
其
二
十
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
四
)
に
「
盛
暑
土
遊
節
、
百
慮
相
纏
綿
」
(
盛
暑

は
遊
ぶ
節
に
非
ず
、
百
慮
 
相
纏
綿
す
)
と
い
い
、
王
粛
の
垂
直
氏
の
「
贈
王
粛
」
(
『
洛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
し
よ
う
 
 
 
お

陽
伽
蜜
鞄
』
お
捲
三
)
に
「
得
路
逐
落
去
、
頗
臆
纏
綿
時
」
(
路
を
得
て
 
勝
を
逐
い
て
去

り
、
頗
る
憶
う
 
纏
綿
の
時
)
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
。

 
唐
詩
に
お
い
て
も
多
く
の
用
例
が
あ
り
、
陳
注
は
李
白
の
「
相
割
田
」
(
王
碕
注
本
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ん
き
ん
 
 
 
ら
 
 
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な
ら

六
)
に
「
錦
食
与
羅
偉
、
纏
綿
会
有
時
」
(
錦
裳
と
羅
障
と
、
纏
綿
 
極
ず
時
有
り
V
と

い
う
例
を
引
い
て
い
る
。
た
だ
、
杜
甫
に
は
用
例
が
な
く
、
張
籍
の
例
は
こ
れ
の
み
。

 
な
お
、
張
籍
と
親
交
の
あ
っ
た
王
建
の
「
代
故
人
新
姫
侍
疾
」
(
『
王
建
詩
集
』
巻
四
)
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ト
一

に
は
、
「
奉
君
纏
綿
意
、
幸
願
莫
相
忘
」
(
君
に
奉
ず
 
纏
綿
の
意
、

 
 
な
か

る
る
隣
れ
)
と
、
「
纏
綿
意
」
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ね
 
が

幸
願
わ
く
は
 
相
忘

〔
繋
在
紅
羅
儒
〕
赤
い
う
す
ぎ
ぬ
の
禰
に
縫
い
つ
け
る
。

 
「
繋
」
は
つ
な
ぐ
、
着
物
に
つ
な
ぐ
の
で
あ
る
か
ら
、
縫
い
つ
け
る
・
く
く
り
つ
け
る

と
い
う
訳
語
が
当
た
る
だ
ろ
う
。
「
在
」
は
「
於
」
な
ど
に
同
じ
く
場
所
を
表
す
こ
と
ば

で
、
「
紅
羅
の
儒
に
繋
ぐ
」
と
訓
読
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

 
「
羅
」
は
う
す
ぎ
ぬ
。
「
儒
」
は
上
半
身
に
着
る
着
物
で
、
た
け
の
短
い
も
の
。
李
建

箆
注
は
『
説
文
解
字
』
衣
部
に
「
禰
、
短
衣
也
」
(
儒
は
、
短
衣
な
り
)
と
い
う
の
を
引

い
て
い
る
。

 
「
三
等
」
の
語
は
「
羽
林
郎
」
に
「
貼
我
青
銅
鏡
、
結
我
紅
霞
裾
」
(
我
に
青
銅
の
鏡

 
お
く
 
 
 
 
 
 
 
 
え
り

を
認
り
、
我
が
紅
羅
の
裾
に
結
ぶ
)
と
い
う
例
が
あ
る
。
こ
の
二
句
が
「
青
銅
の
鏡
を
私

の
紅
羅
の
着
物
の
前
襟
に
結
ぼ
う
と
す
る
」
の
意
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
丸
山
氏
に

考
証
が
あ
る
。
ま
た
「
古
詩
三
焦
仲
卿
妻
作
」
(
前
出
)
に
「
.
 
紅
羅
複
斗
帳
、
四
角
垂
香

 
 
 
 
 
ふ
く
と
ち
ょ
う
 
 
 
 
 
 
 
ニ
う
の
う

嚢
」
(
紅
羅
 
複
斗
帳
、
四
角
 
香
嚢
を
垂
る
)
の
句
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
ベ
ッ
ド
の
カ

ー
テ
ン
。

 
唐
詩
に
お
い
て
は
、
李
白
の
「
白
胡
桃
」
(
王
碕
注
本
巻
二
四
)
に
「
紅
羅
袖
裏
分
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
え

見
、
白
玉
盤
中
看
却
無
」
(
紅
羅
の
袖
裏
 
分
明
に
見
え
、
白
玉
の
盤
中
 
看
れ
ば
却
っ

て
無
し
)
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
例
は
多
く
な
い
よ
う
だ
。
杜
甫
に
は
用

例
が
な
く
、
張
籍
に
は
こ
れ
の
み
。

 
一
方
「
羅
福
」
は
、
こ
と
ぼ
と
し
て
は
古
く
『
聖
運
』
夏
官
「
川
沿
」
に
「
蜷
則
作
羅

 
 
さ

儒
」
(
蟷
に
は
則
ち
羅
儒
を
召
す
)
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
目
の
細
か
い
網
の
意
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ
ゅ
ん
う
 
ニ
ん

 
陳
注
は
『
史
記
』
滑
稽
列
伝
の
淳
子
髭
伝
に
「
主
人
留
髭
而
送
客
、
羅
二
百
解
、
博
聞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
り
と
 
 

か
す
 
 

さ
よ
う
た
く

蘇
沢
」
(
主
人
 
髭
を
留
め
て
客
を
送
り
、
羅
嬬
の
襟
解
け
、
微
か
に
藏
沢
を
聞
く
)
と

い
う
部
分
を
引
い
て
い
る
。

 
詩
に
お
い
て
は
、
王
土
濡
の
「
寵
姫
詩
」
(
『
掌
文
類
聚
』
巻
.
 
三
二
)
に
「
玉
銀
時
可
撞
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ん

羅
嬬
誼
難
解
」
(
玉
銀
 
時
に
桂
く
べ
し
、
羅
儒
 
誼
ぞ
解
き
難
か
ら
ん
)
と
い
い
、
盧

照
隣
の
「
長
安
古
意
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
四
一
)
に
「
羅
嬬
宝
帯
為
君
解
、
燕
歌
趙
舞
為
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
め

開
」
(
羅
橋
宝
帯
 
君
が
為
に
解
き
、
燕
歌
趙
舞
 
君
が
為
に
開
く
)
と
い
う
な
ど
の
例

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
淳
干
髭
伝
に
基
づ
く
表
現
。

 
杜
甫
に
は
「
新
婚
別
」
(
『
詳
注
』
巻
七
)
の
中
に
二
例
あ
り
、
「
自
尊
貧
家
女
、
久
致

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
げ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ
よ

羅
儒
裳
。
童
謡
不
意
施
、
対
君
洗
紅
粧
」
(
自
ら
嘘
く
 
貧
家
の
女
、
久
し
く
し
て
羅
儒

 
 
 
い
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

の
裳
を
致
す
を
。
羅
禰
 
復
た
施
さ
ず
、
君
に
対
し
て
 
紅
粧
を
洗
わ
ん
)
と
用
い
ら
れ

て
い
る
。

 
張
籍
に
も
も
う
二
例
あ
る
。
一
例
は
寵
愛
の
衰
え
た
宮
女
の
嘆
き
を
詠
ず
る
2
9
「
白
頭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぎ
エ
く
 
じ

吟
」
(
前
出
)
に
「
羅
儒
玉
理
色
未
暗
、
今
朝
巳
道
不
相
宜
」
(
羅
嬬
玉
珊
 
色
未
だ
暗

 
 
 
 
 
 
 
ず
で
 
 
 
い

か
ら
ざ
る
に
、
今
朝
已
に
道
う
 
相
宜
し
か
ら
ず
と
)
と
見
え
る
。
も
う
一
例
は
江
南
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ

女
性
の
風
俗
を
描
い
た
6
「
呉
楚
歌
詞
」
(
巻
六
)
に
「
庭
前
春
鳥
戸
戸
声
、
嵩
高
羅
橋

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
う
き
よ
う

縫
未
成
」
(
庭
前
の
春
鳥
 
林
を
啄
む
声
、
紅
來
の
羅
禰
 
縫
い
て
未
だ
成
ら
ず
)
の
句

が
あ
る
。

 
な
お
、
「
紅
羅
禰
」
の
「
紅
」
字
に
つ
い
て
は
、
呉
秀
笑
氏
が
妻
の
年
齢
や
性
格
・
結

婚
後
間
も
な
い
こ
と
表
す
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
、
ま
た
丸
山
氏
は
、
「
光
」
を
放
つ
詩
語

が
多
用
さ
れ
る
こ
の
詩
の
中
で
、
「
紅
」
が
唯
一
の
色
彩
語
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
却
っ

て
純
化
さ
れ
た
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
る
の
に
役
立
つ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 
続
く
二
句
、
前
の
二
句
を
承
け
て
、
相
手
の
一
途
な
気
持
ち
に
打
た
れ
て
真
珠
を
受
け

取
り
、
ブ
ラ
ウ
ス
に
縫
い
つ
け
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
耳
飾
り
で
あ
れ
ば
耳
に
飾
る
の

が
普
通
で
あ
ろ
う
し
、
真
珠
の
玉
で
あ
っ
て
も
も
っ
と
目
立
つ
飾
り
方
が
あ
り
そ
う
だ
が
、

着
物
に
縫
い
つ
け
た
と
い
う
の
は
、
夫
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
と
、
し
っ
か
り

と
離
さ
ず
持
っ
て
お
き
た
い
と
い
う
思
い
の
表
れ
で
あ
ろ
う
か
。

 
以
上
の
五
言
四
句
が
一
礼
で
、
ひ
と
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
ら

れ
た
時
の
こ
と
を
描
写
し
た
も
の
で
、
別
離
の
時
点
か
ら
い
え
ば
過
去
の
描
写
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

5
・
6
 
評
家
高
楼
霊
苑
起
、
良
人
執
戟
明
光
裏

〔
妾
家
高
楼
〕

 
「
高
楼
」
は
1
6
「
沙
堤
行
呈
装
相
公
」
(
巻
一
)
に
見
え
た
。
そ
の
【
語
釈
】
を
参
照
。

 
張
籍
に
他
の
例
の
う
ち
、
先
に
「
司
教
」
の
語
釈
に
も
引
い
た
2
9
「
白
頭
吟
」
(
前
出
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
め

に
「
宮
中
為
我
起
高
楼
、
更
開
花
池
種
芳
樹
」
(
宮
中
 
我
が
為
に
 
高
楼
を
起
こ
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

更
に
花
池
を
開
き
て
 
芳
樹
を
種
う
)
の
句
が
あ
り
、
寵
愛
を
受
け
て
い
た
当
時
、
宮
中

に
よ
っ
て
高
楼
が
建
て
ら
れ
、
園
池
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
「
節

婦
吟
」
で
は
夫
の
方
が
天
子
に
重
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
よ
く
似

た
用
い
方
と
い
え
よ
う
。

〔
連
苑
起
〕
御
苑
に
連
な
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

 
「
苑
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
注
釈
書
で
は
何
の
苑
か
特
に
限
定
し
て
い
な
い
よ
う
だ

が
、
日
本
の
諸
注
釈
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
御
苑
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
意
味
で
の
「
連
苑
」
の
用
例
と
し
て
は
、
湿
婆
の
別
面
の
『
西
京
新
記
』
(
『
太
平

御
覧
』
 
一
八
三
)
に
洛
陽
城
を
説
明
し
て
「
東
京
、
廿
日
洛
陽
城
、
城
高
一
丈
八
尺
、
…

…
西
面
連
苑
」
(
東
京
は
、
俗
に
洛
陽
城
と
日
ひ
、
城
の
高
さ
一
丈
八
尺
、
…
…
西
面
は

苑
に
連
な
る
)
と
い
う
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
だ
。
詩
に
お
け
る
「
連
雀
」
の
用
例
は

未
見
。
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〔
良
人
〕
お
っ
と
。

 
『
毛
詩
』
に
匙
先
が
見
え
る
、
古
く
か
ら
あ
る
詩
語
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
陳
注
は
唐

 
 
ち
や
う
び
ウ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
う
べ

風
「
綱
 
繹
」
に
「
今
夕
何
夕
、
見
此
良
人
」
(
今
夕
 
何
の
夕
ぞ
、
此
の
良
人
を
見
る
)

と
い
う
句
を
引
い
て
い
る
。

 
ま
た
、
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
六
(
『
文
選
』
巻
二
九
)
に
も
「
良
人
惟
古
灌
、
柾
駕
恵

 
 
 
 
 
 
 
 
た
の
 
 
 
 
 
お
も
 
 
 
 
 
 
 
ま
 
 
 
 
 

ぜ
ん
す
い

空
耳
」
(
良
人
 
古
の
潔
し
み
を
惟
い
、
駕
を
柾
げ
て
 
前
繧
を
恵
む
)
の
句
が
あ
る
。

 
唐
詩
に
お
い
て
は
、
李
白
の
「
子
夜
呉
歌
四
首
」
其
三
(
王
琉
注
本
巻
六
)
に
「
何
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

平
胡
虜
、
良
人
罷
遠
征
」
(
何
れ
の
日
か
 
胡
虜
を
平
ら
げ
、
良
人
 
遠
征
を
罷
め
ん
)

と
い
う
句
が
名
高
い
。
杜
甫
に
は
「
乾
元
中
寓
居
同
谷
県
作
歌
七
首
」
其
四
(
『
詳
注
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
よ
う
 
り

巻
八
)
に
「
羽
帯
有
妹
在
鍾
離
、
良
人
早
態
明
豊
療
」
(
妹
有
り
 
妹
有
り
 
鍾
離
に
在

 
 
 
 
 
つ
と
 
 
ぼ
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち

り
、
良
人
は
早
に
残
し
 
諸
孤
は
擬
な
り
)
と
い
う
一
例
の
み
。
妹
の
夫
を
い
う
例
。

 
王
建
の
「
採
桑
」
(
『
王
建
詩
集
』
欝
欝
)
で
は
桑
摘
み
の
女
性
を
詠
じ
た
後
、
「
所
念

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も

堂
回
顧
、
良
人
在
高
楼
」
(
念
う
所
な
る
も
 
量
に
回
顧
せ
ん
、
良
人
 
高
楼
に
在
り
)

と
「
高
楼
」
に
「
良
人
」
が
い
る
た
め
に
誘
い
を
か
け
る
の
を
諦
め
る
と
い
う
気
持
ち
が

詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
の
詩
と
同
じ
く
「
高
楼
」
に
よ
っ
て
夫
の
立
派
さ
を
表
現

し
て
い
る
。

 
張
籍
の
「
良
人
」
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

〔
執
戟
〕
「
戟
」
は
「
卜
」
字
形
の
刃
を
持
つ
ほ
こ
。
「
戟
を
執
る
」
と
は
、
皇
帝
の
左
右

を
守
る
近
衛
兵
で
あ
る
こ
と
を
指
し
、
ま
た
秦
漢
の
頃
、
戟
を
持
っ
て
宮
殿
の
入
り
口
を

守
っ
た
侍
郎
の
官
位
を
も
指
す
。

 
諸
撚
に
引
く
『
史
記
』
の
潅
陰
侯
列
伝
に
「
韓
信
謝
日
、
臣
事
項
王
、
官
云
過
西
中
、

位
不
過
執
戟
」
(
韓
信
 
謝
し
て
曰
く
、
臣
 
覇
王
に
事
え
て
、
官
は
田
中
に
過
ぎ
ず
、

 
 
し
つ
げ
き

位
は
執
戟
に
過
ぎ
ず
)
と
い
う
記
述
が
あ
る
、
ま
た
、
揚
雄
が
獄
官
に
就
い
て
い
た
こ
と

か
ら
、
六
朝
か
ら
唐
に
か
け
て
「
長
潟
」
の
語
か
ら
は
揚
雄
が
連
想
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
詩
に
お
け
る
例
の
う
ち
、
六
朝
で
は
謝
霊
運
の
「
劇
中
読
書
」
(
『
文
選
』
巻
三
〇
.
 
)
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
で
き

「
既
習
沮
溺
苦
、
又
片
子
雲
閣
。
執
戟
亦
以
疲
、
耕
漉
油
云
楽
」
(
既
に
笑
う
 
沮
溺
の

 
 
 
 
 
 
わ
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
か
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
で
 
 
 
 
 
 
こ
う
か
 
 
 
 
 
こ
ニ

苦
し
み
を
、
又
た
呪
う
 
子
雲
の
閣
を
。
走
向
 
亦
た
以
に
疲
れ
、
耕
稼
 
堂
に
云
に
楽

し
か
ら
ん
や
)
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
り
、
唐
に
お
い
て
は
、
酪
賓
王
の
「
疇
昔
篇
」
(
『
全

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は

唐
詩
』
巻
七
七
)
に
「
廻
文
噺
昔
馬
、
愚
亭
歎
前
揚
」
(
賦
文
 
昔
の
馬
に
漸
じ
、
執
戟

 
さ
き

 
前
の
揚
を
歎
く
)
と
い
い
、
王
事
の
「
登
楼
歌
」
(
趙
本
巻
一
)
に
「
執
戟
疲
於
下
位
、

老
夫
好
隠
事
矯
東
」
(
執
戟
 
下
位
に
疲
れ
、
老
夫
 
好
ん
で
脳
東
に
隠
る
)
と
い
う
な

ど
の
例
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
揚
雄
の
故
事
を
用
い
て
お
り
、
す
で
に
『
史
記
』
の
韓
信
が

嫌
っ
て
い
た
よ
う
に
、
「
執
戟
」
は
低
い
官
位
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

 
た
だ
、
陳
の
張
正
見
の
「
艶
歌
行
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
八
)
に
「
二
八
秦
楼
婦
、
三

十
侍
中
郎
。
執
戟
超
丹
地
、
豊
 
入
建
章
」
(
二
八
 
秦
楼
の
婦
、
三
十
 
侍
中
の
郎
。

 
 
 
 
 
 
 
 
ぼ
う
ち
ょ
う

執
戟
 
丹
地
を
超
え
、
豊
貌
 
建
章
に
入
る
)
と
い
う
例
は
、
「
阻
上
桑
」
を
踏
ま
え
て
、

夫
の
立
派
さ
を
自
慢
を
す
る
中
に
「
執
戟
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
お
り
、
こ
の
詩
と

共
通
し
て
い
る
。

 
「
執
戟
」
は
、
杜
甫
に
は
例
が
な
い
よ
う
で
、
張
籍
に
は
他
に
一
例
、
2
2
「
永
嘉
行
」

(
巻
一
)
に
「
黄
頭
一
型
入
洛
陽
、
異
同
執
戟
升
目
堂
」
(
黄
頭
の
鮮
卑
 
洛
陽
に
入
り
、

胡
児
 
戟
を
執
り
 
明
記
に
升
る
)
と
い
う
。
こ
れ
は
異
民
族
が
武
器
を
持
っ
て
宮
中
に

入
っ
た
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
明
光
裏
〕
「
明
光
」
は
継
代
の
宮
殿
の
名
。

 
宋
の
程
大
昌
の
『
雍
録
』
に
「
墨
型
明
光
宮
三
、
 
一
唖
聾
宮
、
与
長
楽
宮
相
連
、
 
一
在

甘
泉
宮
、
 
一
当
尚
書
奏
事
之
所
」
(
漢
に
明
光
宮
三
有
り
、
一
は
北
宮
に
在
り
、
長
楽
宮

と
相
連
な
り
、
一
は
甘
泉
宮
に
在
り
、
一
は
尚
書
奏
事
の
所
為
り
)
と
い
う
よ
う
に
、
同

名
の
宮
殿
が
複
数
あ
っ
た
よ
う
だ
。
宮
殿
名
と
の
関
連
で
有
名
な
の
は
、
『
三
輔
要
図
』

巻
二
「
漢
宮
」
に
引
く
『
三
層
記
』
に
「
未
央
宮
漸
毫
西
有
桂
宮
。
中
有
明
光
殿
、
資
金

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぜ
ん
だ
い

玉
珠
磯
為
簾
箔
、
処
処
明
月
珠
。
金
扉
入
歯
、
昼
夜
光
明
」
(
未
央
宮
の
漸
壷
の
西
に
桂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ウ
き
 
 
れ
ん
ぱ
く

宮
有
り
。
中
に
明
光
殿
有
り
、
皆
な
金
玉
珠
磯
を
簾
箔
と
為
し
、
処
処
に
明
月
の
珠
あ
り
。

き
ん
ぴ

金
扉
玉
階
、
昼
夜
に
光
明
あ
り
)
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
諸
注
も
多
く
こ
の
文
章
を
引

く
。 

六
朝
詩
に
お
い
て
は
、
陳
の
後
主
の
「
長
安
道
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
三
)
に
「
建
章

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ら

通
未
央
、
長
楽
属
明
光
」
(
建
章
 
未
央
に
通
じ
、
長
楽
 
明
光
に
聖
な
る
)
と
宮
殿
名

を
列
挙
す
る
中
に
見
え
、
ま
た
北
周
の
王
褒
の
「
凌
雲
毫
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
五
)
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ん
そ
う
じ

台
上
か
ら
の
眺
望
を
詠
じ
て
「
北
颪
酸
棄
寺
、
西
眺
明
光
宮
」
(
北
に
臨
む
 
酸
棄
寺
、

西
に
挿
む
 
明
光
宮
)
の
句
が
あ
る
。

 
以
上
の
六
朝
の
例
に
は
あ
ま
り
固
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
よ
う
だ
が
、
唐
詩
に
お
い

て
は
、
乙
訓
客
の
「
正
月
晦
日
侍
宴
三
水
野
田
賦
得
長
戸
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
四
六
)
に
「
御

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぎ
ょ
れ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
か

輩
出
明
光
、
翠
蔓
涯
羽
膓
」
(
御
輩
 
明
光
を
出
で
、
流
れ
に
乗
じ
て
 
羽
膓
を
尊
ぶ
)

と
い
い
、
丁
仙
芝
の
「
戯
壁
越
侍
御
」
(
『
全
唐
詩
』
一
一
四
)
に
「
頭
戴
狸
秀
急
農
趨
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
い
ち
 
 
い
た
だ
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
し
た
 
 
お
も
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
み

明
光
殿
前
見
天
子
」
(
頭
に
辮
秀
を
戴
い
て
 
急
ぎ
農
に
趨
き
、
明
光
目
前
 
天
子
に
見

ゆ
)
と
い
い
、
王
維
の
「
燕
支
行
」
(
趙
本
巻
六
)
に
「
漢
家
天
将
才
且
雄
、
三
時
謁
帝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
つ

明
光
宮
」
(
漢
家
の
天
将
 
才
且
つ
雄
、
來
り
し
時
 
帝
に
謁
す
 
明
光
宮
)
と
い
う
な

ど
、
天
子
の
い
る
場
所
・
天
子
に
謁
見
す
る
場
所
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
杜
甫
に
四
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
壮
遊
」
(
『
詳
注
』
巻
一
六
)
に
「
賢
愚
置
醗
地
、
奏

 
 
 
 
 
 
 
ひ
 
 
 
 
れ
い

賦
入
明
光
」
(
裾
を
曳
く
 
醗
を
置
く
の
地
、
賦
を
奏
し
て
 
明
光
に
入
る
)
と
い
う
例

な
ど
は
、
や
は
り
同
じ
イ
メ
ー
ジ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

 
隠
笠
に
は
こ
れ
の
み
。
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七
言
部
分
最
初
の
二
七
。
前
の
四
句
か
ら
転
じ
て
、
夫
の
地
位
の
高
さ
を
い
う
。
前
の

句
は
家
に
よ
る
表
現
で
、
そ
の
家
に
高
楼
が
あ
り
、
し
か
も
禁
苑
の
近
く
に
あ
る
こ
と
を

詠
じ
、
後
の
句
は
官
職
に
よ
る
表
現
で
、
皇
帝
に
近
侍
す
る
近
衛
兵
で
あ
る
こ
と
を
詠
ず

る
。
こ
の
夫
の
地
位
が
、
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
の
第
一
と
な
っ
て
い
る
。

7
・
8
 
知
君
用
心
如
日
月
、
事
夫
誓
擬
同
生
死

〔
用
心
〕
心
を
用
い
る
こ
と
、
心
配
り
。
こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
相
手
の
細
や
か
な
愛
情

を
い
う
。

 
陳
注
は
『
論
語
』
陽
貨
に
「
飽
食
終
日
、
無
所
用
心
、
難
 
哉
」
(
飽
食
す
る
こ
と
終

目
、
心
を
唱
う
る
所
無
き
は
、
難
い
か
な
〉
と
い
う
例
を
引
い
て
い
る
。

 
詩
に
お
い
て
は
あ
ま
り
用
例
が
見
ら
れ
ず
、
六
朝
で
は
傅
玄
の
「
晋
輩
舞
歌
五
首
」
其

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
た
ん

五
「
明
君
篇
」
(
『
宋
書
』
楽
志
)
其
一
に
「
邪
臣
多
端
変
、
用
心
何
委
曲
」
(
邪
臣
 
多
端

に
変
ず
、
心
を
叶
う
る
こ
と
 
何
ぞ
委
曲
な
る
)
と
い
う
な
ど
数
例
が
見
ら
れ
る
の
み
。

唐
詩
に
お
い
て
も
用
例
は
多
く
な
い
が
、
杜
甫
に
は
四
例
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
秋

行
官
張
望
督
促
東
渚
上
伸
向
畢
清
展
遣
女
僧
阿
稽
竪
子
阿
段
平
問
」
(
『
詳
注
』
巻
一
九
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

に
「
尚
恐
主
守
疏
、
用
心
未
甚
減
」
(
尚
お
鋳
る
 
昌
昌
の
疏
に
し
て
、
心
を
奪
う
る
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
よ

と
 
未
だ
甚
し
く
は
減
か
ら
ざ
る
を
)
と
い
う
句
が
あ
る
。

 
な
お
、
こ
こ
で
の
意
味
と
は
や
や
ず
れ
る
が
、
杜
甫
の
四
例
の
う
ち
、
「
出
目
隠
居
」
(
『
詳

注
』
巻
七
)
と
「
解
悶
十
二
首
」
其
七
(
『
詳
注
』
巻
一
七
)
の
二
例
の
「
用
心
」
が
、

詩
を
作
る
時
に
考
え
を
め
ぐ
ら
す
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

 
張
工
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

〔
如
目
月
〕
太
陽
や
月
の
よ
う
だ
。

 
「
二
月
」
に
よ
っ
て
比
喩
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
説
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

 
丸
山
氏
は
「
昼
に
は
太
陽
が
、
そ
し
て
夜
に
は
月
が
永
遠
に
照
ら
し
続
け
る
如
く
、
い

つ
も
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
ず
『
周
易
』
恒

 
 
 
た
ん

の
卦
の
象
伝
に
「
日
月
得
天
測
能
久
照
、
四
時
変
化
而
能
久
成
、
聖
人
久
於
其
道
而
天
下

化
成
」
(
目
月
は
天
を
得
て
能
く
久
し
く
照
ら
し
、
四
時
は
変
化
し
て
能
く
久
し
く
成
り
、

聖
人
は
其
の
道
に
久
し
く
し
て
天
下
化
成
す
)
と
い
う
部
分
を
挙
げ
る
。

 
丸
山
氏
は
さ
ら
に
宋
の
孝
志
帝
の
「
擬
徐
尊
公
」
(
『
玉
江
新
詠
』
巻
一
〇
、
丸
山
氏
が

「
丁
督
護
歌
」
二
首
其
二
と
さ
れ
る
の
は
誤
り
か
)
に
「
思
為
如
日
月
、
廻
還
昼
夜
生
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
い
か
ん

(
君
を
思
う
こ
と
 
日
月
の
如
し
、
廻
豪
し
て
 
昼
夜
に
生
ず
)
と
い
う
例
を
も
挙
げ
て

お
ら
れ
る
。
後
の
句
に
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
相
手
へ
の
思
い
が
太
陽
や
月
の
よ
う

に
い
つ
ま
で
も
循
環
す
る
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

 
こ
れ
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
書
で
は
、
寒
月
の
光
の
よ
う
に
明
ら
か
で
く
も
り
の

な
い
こ
と
の
比
喩
と
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
の
方
向
で
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
『
尚
書
』
泰
月
下
に
文
辞
の
徳
を
称
え
て
「
惟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

我
文
考
、
若
目
月
之
照
臨
、
光
干
四
方
、
顕
干
西
土
」
(
惟
れ
我
が
歌
謡
、
日
月
の
照
臨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
わ

す
る
が
若
く
、
四
方
に
光
り
、
西
土
に
至
る
)
と
い
い
、
『
筍
子
』
不
言
に
「
盗
妬
吟
口
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
う
せ
き

名
声
若
日
月
、
与
舜
萬
倶
巴
里
不
息
」
(
盗
拓
は
甘
口
せ
ら
れ
、
名
声
は
日
月
の
若
く
、

 
 
 
と
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

舜
禺
と
倶
に
伝
は
り
て
息
ま
ず
)
と
い
い
、
『
晋
書
』
温
礪
伝
に
「
賞
募
之
信
、
明
如
目

月
、
有
能
斬
約
峻
者
、
封
五
等
侯
、
塗
布
万
匹
」
(
賞
募
の
信
は
、
明
ら
か
な
る
こ
と
目

 
 
 
 
 
 
 
 
や
く
し
ウ
ん
 
 
き

月
の
如
く
、
能
有
り
て
約
峻
を
斬
る
者
は
、
五
等
侯
に
封
じ
、
布
万
匹
を
賞
せ
ん
)
と
い

う
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

 
詩
に
お
い
て
「
日
月
」
は
移
り
ゆ
く
時
問
の
象
徴
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
だ
が
、
明
ら
か
な
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。
傅
玄
の
「
董
百
行
歴

九
秋
篇
」
(
『
玉
壷
新
券
』
巻
九
)
に
「
顧
多
君
心
尽
親
、
官
命
妙
妓
才
人
、
燗
若
日
月
星

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
い

辰
」
(
顧
み
る
に
君
が
心
に
親
し
む
所
多
か
ら
ん
、
乃
ち
妙
妓
才
人
に
命
じ
、
嫡
た
る
こ

と
 
目
月
星
辰
の
若
し
〉
と
い
う
例
は
星
辰
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、
妓
女
や
宮
女
の
輝
く

ば
か
り
の
美
し
さ
を
詠
ず
る
。

 
唐
詩
に
お
い
て
は
、
李
白
の
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
十
首
」
其
十
(
王
碕
注
本
巻
八
)
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ら

「
少
帝
長
安
開
紫
極
、
双
懸
日
月
照
乾
坤
」
〔
少
帝
 
長
安
に
紫
紺
を
開
き
、
翌
月
を
双

 
 
 
 
 
け
ん
こ
ん

べ
懸
け
て
 
乾
坤
を
照
ら
す
)
と
い
い
、
高
下
の
「
酬
袈
員
外
以
詩
代
書
」
(
『
全
唐
詩
』

巻
二
一
こ
に
「
頼
得
日
月
明
、
照
耀
無
不
該
」
(
日
月
の
明
ら
か
な
る
に
頼
り
得
て
、

 
 
 
 
 
か

照
耀
し
て
 
該
ね
ざ
る
無
し
)
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
。

 
杜
甫
に
は
二
〇
例
の
用
例
が
あ
る
よ
う
で
、
ほ
と
ん
ど
が
月
鉾
の
推
移
を
い
う
よ
う
だ

が
、
「
九
日
寄
零
参
」
(
『
詳
注
』
巻
三
)
に
「
大
明
輻
日
月
、
噴
二
号
禽
獣
」
(
大
明
 
日

 
 
つ
つ
 
 
 
 
こ
う
や
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
け

月
を
輻
み
、
暖
野
に
 
禽
獣
号
ぶ
)
と
い
う
例
な
ど
は
、
覆
い
隠
さ
れ
た
と
い
う
表
現
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
輝
く
も
の
と
し
て
「
日
月
」
を
用
い
て
い
よ
う
。

 
張
籍
の
例
は
他
に
二
例
、
そ
の
う
ち
、
4
0
「
洛
陽
行
」
(
巻
七
)
に
「
百
日
目
月
拝
章

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表
、
駅
使
相
続
長
安
道
」
〔
百
官
日
月
 
章
表
を
拝
し
、
駅
使
相
続
く
 
長
安
の
道
)
と

い
う
の
は
、
宇
目
毎
月
い
つ
も
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
丸
山
氏
の
解
釈
を
補

強
す
る
例
と
な
し
え
よ
う
。
も
う
一
例
は
時
の
流
れ
の
例
。

 
ど
ち
ら
の
解
釈
も
成
り
立
ち
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
両
方
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
通
説
に
従
っ
て
、
明
ら
か
で
く
も
り
な
い
こ
と

の
比
喩
と
解
釈
し
て
お
い
た
。
宋
の
光
武
帝
の
例
は
後
の
句
で
「
如
日
月
」
の
比
喩
の
内

容
が
説
明
さ
れ
て
い
る
し
、
網
戸
の
「
洛
陽
行
」
の
例
も
文
脈
か
ら
い
つ
も
の
意
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
詩
で
は
「
如
日
月
」
と
い
う
の
み
で
あ
る
。
こ

の
表
現
か
ら
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
不
変
性
・
永
続
性
よ
り
も
、
明
る
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

 
詩
に
歌
わ
れ
る
妻
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
相
手
の
愛
情
が
不
変
で
あ
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
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重
要
で
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
よ
り
も
、
夫
が
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
真
珠

を
贈
っ
て
く
れ
た
と
い
う
、
何
の
打
算
も
た
め
ら
い
も
な
い
純
粋
な
相
手
の
気
持
ち
、
そ

れ
こ
そ
が
彼
女
に
と
っ
て
何
よ
り
大
切
な
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〔
事
夫
〕
夫
に
つ
か
え
る
。

 
『
戦
国
策
』
楚
策
四
に
「
婦
人
所
以
事
夫
者
、
色
汗
」
(
婦
人
の
夫
に
事
え
る
所
以
の

者
は
、
色
な
り
)
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
ま
た
曹
大
家
(
班
昭
)
の
『
女
誠
』
夫
婦
(
『
後

漢
書
』
本
伝
)
に
「
夫
不
賢
、
則
無
七
里
婦
、
婦
不
賢
、
則
無
骨
事
夫
。
夫
不
御
下
、
則

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぎ
ユ

威
儀
二
代
、
婦
馬
事
夫
、
則
義
理
堕
閾
］
(
夫
 
賢
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
婦
を
御
す

る
無
く
、
婦
 
賢
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
夫
に
事
う
る
無
し
。
夫
 
婦
を
御
せ
ざ
れ
ば
、

 
 
 
 
は
い
け
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
け
つ

則
ち
威
儀
廃
碧
し
、
婦
 
夫
に
事
え
ざ
れ
ば
、
則
ち
義
理
堕
出
す
)
と
い
う
。

 
六
朝
詩
に
お
い
て
は
、
「
古
詩
黒
焦
仲
卿
妻
琴
」
(
前
出
)
に
「
謝
家
事
夫
堰
、
中
道
還

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
せ
い

兄
門
」
(
家
を
謝
し
て
 
夫
婿
に
事
え
、
中
道
に
し
て
 
兄
の
門
に
還
る
)
と
、
「
事
夫
婿
」

の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
見
る
の
み
。

 
唐
詩
に
は
張
籍
以
前
に
例
が
な
く
、
後
に
も
飽
溶
の
「
秋
思
三
首
」
其
二
(
『
全
唐
詩
』

四
八
六
)
に
「
女
児
晩
事
夫
、
顔
色
同
秋
蛍
」
(
女
児
 
晩
に
夫
に
事
え
、
顔
色
 
秋
蛍

に
同
じ
)
と
い
う
一
例
が
見
え
る
の
み
。

〔
誓
擬
〕
「
誓
」
は
ち
か
う
、
「
擬
」
は
～
し
ょ
う
と
思
う
の
意
。

 
こ
の
「
誓
」
字
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
注
釈
書
の
中
に
は
、
「
ま
さ
に
」
と
訓
読
し
、
「
将
」

と
同
じ
意
味
の
助
字
で
「
ち
か
う
」
意
味
の
動
詞
で
は
な
い
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ

の
根
拠
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
後
に
挙
げ
る
杜
甫
の
「
新
婚
別
」
の
例
な
ど
か
ら
導
か
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ち
ら
で
解
す
れ
ば
「
誓
擬
」
の
二
字
で
「
～
し
ょ
う
と
思
う
」

と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
誓
う
と
い
う
動
詞
で
解
す
る
よ
り
や
や
軽
い
意
味
に
な
り
、
ま

た
、
現
在
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

 
「
誓
擬
」
と
い
う
語
の
用
例
と
し
て
は
、
宋
之
問
の
「
早
発
大
庚
嶺
」
(
『
全
唐
詩
』
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

五
一
)
に
「
生
還
倫
非
遠
、
誓
擬
酬
恩
徳
」
(
生
還
 
恥
し
遠
き
に
非
ざ
れ
ば
、
誓
擬
す

 
恩
徳
に
酬
い
る
を
)
と
い
う
例
が
見
出
せ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
例
も
、
ど
ち
ら
の

意
味
で
も
解
釈
で
き
そ
う
だ
が
、
長
安
に
帰
っ
た
ら
皇
恩
に
報
い
よ
う
と
い
う
強
い
決
意

を
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
誓
う
と
い
う
動
詞
で
解
し
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

 
丸
山
氏
は
「
古
詩
為
幽
趣
卿
上
作
」
(
前
出
)
の
「
府
吏
見
丁
宵
、
結
誓
不
別
離
」
(
府

 
 
て
い
ね
い

吏
 
丁
富
に
せ
ら
れ
、
誓
い
を
結
ん
で
 
別
離
せ
ず
と
)
の
句
を
引
い
て
い
る
。
こ
ち
ら

は
誓
い
の
意
味
で
あ
る
。

 
杜
甫
に
は
「
誓
」
字
の
例
が
六
例
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
う
ち
「
新
婚
別
」
(
前
出
)

に
「
誓
欲
随
君
去
、
形
勢
反
蒼
黄
」
(
誓
っ
て
 
君
に
随
い
て
去
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
形

 
 
か
え
 
 
 
 
 
モ
う
こ
う

勢
 
反
っ
て
蒼
黄
た
ら
ん
)
と
い
う
。
こ
れ
は
「
勤
向
」
と
置
き
換
え
て
、
「
つ
い
て
行

き
た
い
と
思
う
」
く
ら
い
の
意
味
で
も
解
し
え
よ
う
か
。

張
籍
に
は
誓
し
の
用
例
は
聴
一
例
、
尊
人
仙
」
(
巻
七
)
た
に
「
金
刀
三
身
髪
、

結
誓
焚
霊
香
」
(
金
刀
 
身
髪
を
戴
ち
、
誓
い
を
結
ん
で
 
霊
香
を
焚
く
)
と
い
う
の
は
、

「
焦
仲
卿
妻
」
の
例
と
同
じ
く
「
結
」
の
目
的
語
と
な
っ
て
お
り
、
仙
道
入
門
の
際
に
誓

い
を
立
て
る
と
い
う
例
の
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
の
詩
の
揚
合
、
誓
う
と
い
う
強
い
意
味
で
解
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
今
の
夫
と
結
婚
し
た
折
り
の
誓
い
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

現
在
の
気
持
ち
と
は
関
わ
り
な
く
、
過
去
の
誓
い
が
心
の
中
で
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
な
お
、
「
誓
」
の
文
字
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
張
籍
が
夫
婦
の
永
遠
の
愛
の
誓
い

を
詩
に
描
写
し
た
例
と
し
て
、
3
4
「
妾
薄
命
」
(
巻
一
)
に
「
与
君
一
日
為
夫
婦
、
千
年

万
歳
二
相
守
」
(
君
と
一
目
 
夫
婦
と
為
り
、
千
年
万
歳
 
亦
た
相
守
る
)
と
詠
じ
て
い

る
例
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

〔
同
生
死
〕
生
き
る
も
死
ぬ
も
一
緒
で
あ
る
。

 
こ
と
ば
の
例
と
し
て
は
、
『
晋
書
』
慕
容
宝
載
記
に
記
す
兵
士
た
ち
の
こ
と
ば
に
、
「
清

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

河
王
、
天
資
神
武
、
構
略
過
人
、
臣
等
与
之
誓
同
生
死
」
(
清
河
王
は
、
天
 
神
武
を
資

し
、
権
略
 
人
に
過
ぐ
れ
ば
、
臣
ら
 
之
と
生
死
を
同
じ
く
せ
ん
こ
と
を
誓
う
)
と
あ
る
。

 
六
朝
詩
に
は
例
が
見
え
ず
、
唐
詩
に
お
い
て
は
杜
甫
に
一
例
が
見
え
る
の
み
。
「
贈
王

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ろ
う
ぜ
き

二
十
四
侍
御
嵩
四
十
韻
」
(
『
詳
注
』
巻
＝
二
)
に
「
窯
跡
同
生
死
、
無
心
恥
賎
貧
」
(
浪
跡

 
生
死
を
同
じ
く
し
、
心
の
二
輪
を
恥
ず
る
無
し
)
と
い
う
句
が
あ
る
。
こ
れ
は
生
と
死

を
同
一
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
意
味
の
異
な
る
例
で
あ
る
。

張
籍
に
は
「
生
死
」
の
調
綱
が
も
う
衝
、
価
「
験
之
」
(
巻
七
)
に
「
愛
山
達

識
、
生
死
為
一
綱
」
(
公
に
暖
達
の
識
有
り
、
生
死
を
一
綱
と
為
す
)
と
い
う
句
が
あ
る
。

こ
れ
も
生
と
死
を
同
一
視
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
向
の
意
味
の
よ
う
だ
。

 
な
お
、
「
死
生
」
の
語
は
1
9
「
各
東
西
」
(
巻
一
)
に
「
我
今
与
子
非
一
身
、
二
丁
死
生

不
相
月
」
(
我
 
今
 
子
と
一
身
に
非
ず
、
安
ん
ぞ
 
死
生
 
相
棄
て
ざ
る
を
得
ん
や
)

と
み
え
た
。
そ
の
【
語
釈
】
参
照
。

 
前
の
二
句
で
夫
が
顕
職
に
あ
る
こ
と
を
詠
じ
た
の
を
承
け
、
夫
と
の
関
係
を
詠
ず
る
二

句
。
あ
な
た
の
思
い
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
夫
と
一
生
添
い
と
げ
る
こ
と
を
誓
っ
た
こ
と

を
い
う
。
こ
れ
が
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
の
第
二
で
あ
る
。

 
以
上
の
四
句
が
一
韻
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
 
一
度
は
贈
り
物
を
受
け
取
っ

て
お
き
な
が
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
別
れ
を
告
げ
ね
ば
な
ら
な
い
、
二
つ
の
理
由
が
示
さ
れ
た

部
分
と
い
え
よ
う
。
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還
君
明
珠
双
涙
垂
、
盈
虚
相
可
未
嫁
時

〔
還
君
明
珠
〕
あ
な
た
に
真
珠
を
お
返
し
す
る
。

 
女
性
が
贈
ら
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
返
す
例
と
し
て
は
、
飽
気
の
「
行
路
難
四
首
」
其
二

(『

ﾊ
墓
即
詠
』
巻
九
)
に
「
還
臼
玉
叙
臆
締
盟
、
不
忍
目
之
高
樹
思
」
(
君
に
還
さ
ん

 
 
 
 
 
か
ん
ざ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

 
 
 
た
い
ま
い

玉
叙
 
癒
瑠
の
箸
、
忍
び
ず
 
之
を
見
て
 
悲
思
を
益
す
に
〉
と
い
う
句
が
あ
る
。
容

貌
の
衰
え
に
よ
っ
て
男
が
心
変
わ
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、
別
れ
の
際
に
贈
り
物
を
返
す
と

い
う
例
。
ま
た
、
王
僧
儒
の
「
為
姫
人
自
傷
」
(
同
巻
六
)
に
「
還
君
与
妾
現
、
帰
妾
奉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
や
う

君
裏
」
(
君
に
還
さ
ん
 
妾
に
与
え
し
珊
を
、
妾
に
帰
せ
 
君
に
奉
ぜ
し
蓑
を
)
と
い
う
。

こ
ち
ら
は
容
貌
の
衰
え
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
心
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
恋
人
と
の
別

れ
に
際
し
、
自
分
に
贈
ら
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
返
す
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
贈
っ
た
も
の
も

返
し
て
ほ
し
い
と
い
う
例
で
あ
る
。

 
唐
詩
に
も
一
例
、
喬
知
之
の
「
棄
妾
篇
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
八
一
)
に
「
国
君
結
忙
忙
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
つ
 
る

帰
唐
織
成
詩
」
(
君
に
還
さ
ん
 
結
縷
の
帯
を
、
妾
に
帰
せ
 
織
成
の
詩
を
)
の
句
が
あ

る
。
こ
れ
は
容
貌
の
衰
え
の
た
め
に
捨
て
ら
れ
た
女
性
の
別
れ
際
の
セ
リ
フ
で
、
こ
ち
ら

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
返
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
る
。

 
杜
甫
に
は
「
還
君
」
と
い
う
表
現
は
な
く
、
張
籍
に
は
こ
れ
の
み
。

〔
双
涙
垂
〕
「
双
涙
」
は
二
つ
の
目
か
ら
流
れ
る
涙
。
諸
山
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
双
明

珠
」
を
承
け
た
表
現
で
あ
る
。

 
丸
山
氏
も
引
く
「
古
詩
軽
量
仲
卿
豊
作
」
(
前
出
)
に
「
却
与
小
姑
別
、
涙
落
連
珠
子
」

(
却
っ
て
小
姑
と
別
れ
ん
と
し
、
涙
落
ち
て
 
珠
子
を
連
ぬ
)
の
句
が
あ
り
、
涙
を
真
珠

に
喩
え
て
い
る
。
ま
た
丸
山
氏
は
重
三
の
「
戯
作
艶
出
」
(
『
玉
毫
新
詠
』
巻
町
)
の
「
揺

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
こ

苑
扇
早
月
、
掩
撃
涙
如
珠
」
(
藪
の
扇
の
月
に
似
た
る
を
揺
か
し
、
此
の
涙
の
珠
の
如
き

 
お
お

を
掩
う
)
の
句
を
引
く
。
な
お
、
こ
の
「
戯
作
艶
薬
」
は
丸
山
氏
が
「
節
婦
吟
」
の
来
尾

の
基
づ
く
と
こ
ろ
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
【
補
】
の
部
分
で
全
詩
を
挙
げ
る
こ
と
と
す

る
。 

「
双
涙
」
の
詩
に
お
け
る
用
例
と
し
て
は
、
「
西
曲
礼
」
の
一
つ
で
宋
の
減
質
の
作
と

も
い
う
「
石
城
楽
」
五
首
其
三
(
『
楽
府
詩
集
』
四
七
)
に
「
執
手
双
涙
落
、
何
時
見
歓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ん

還
」
(
手
を
執
れ
ば
 
双
涙
落
つ
、
何
れ
の
時
か
 
歓
の
還
る
を
見
ん
)
と
い
い
、
何
遜

の
「
秋
閨
怨
」
(
『
玉
憂
角
彫
』
巻
一
〇
)
に
「
誰
知
夜
僻
覚
、
枕
前
双
涙
滴
」
(
誰
か
知

ら
ん
 
夜
 
独
り
覚
め
て
、
関
前
 
双
涙
滴
る
を
)
 
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
。

 
唐
詩
に
お
い
て
は
盛
唐
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
用
例
が
な
く
、
王
維
と
杜
甫
に
一
例
ず
つ

が
見
え
る
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
杜
甫
の
例
は
「
所
思
」
(
『
詳
注
』
巻
一
〇
)
に
「
故
懸

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
べ

導
水
将
双
涙
、
好
過
嬰
塘
灘
瀬
堆
」
(
故
に
三
水
に
曲
り
て
双
涙
を
将
ら
ん
、
過
ぐ
好
し

 
く
と
う
 
え
ん
よ
た
い

 
毘
塘
 
灘
預
堆
)
と
い
う
も
の
。
王
維
の
例
も
そ
う
だ
が
、
女
性
の
涙
で
は
な
い
。

 
大
暦
期
か
ら
は
用
例
が
多
い
が
、
や
は
り
女
性
の
涙
の
例
は
あ
ま
り
な
い
。
 
一
例
を
挙

げ
れ
ば
、
吉
中
孚
の
妻
の
張
氏
の
「
拝
新
月
」
(
『
全
唐
詩
』
七
九
九
)
に
「
昔
年
拝
月
逞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
く
ま

容
輝
、
如
今
拝
月
双
涙
垂
」
(
昔
年
 
月
を
拝
し
て
 
容
輝
を
逞
し
く
し
、
如
今
 
月
を

拝
し
て
 
双
涙
垂
る
)
と
い
う
句
な
ど
が
あ
る
。

 
張
籍
に
は
も
う
一
例
、
「
日
月
」
の
語
釈
で
も
引
い
た
輔
「
洛
陽
行
」
(
前
出
)
に
「
隔

上
老
翁
双
涙
垂
、
下
説
武
皇
巡
幸
時
」
(
隠
上
の
老
翁
 
双
涙
垂
れ
、
共
に
説
く
 
武
皇

 
巡
幸
の
時
)
と
い
う
句
が
あ
る
。

〔
何
事
相
撃
未
嫁
時
〕
ど
う
し
て
嫁
ぐ
前
に
め
ぐ
り
逢
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
の
夫

と
結
婚
す
る
前
に
お
逢
い
し
た
が
っ
た
。

 
「
何
心
」
、
管
見
の
及
ん
だ
張
籍
の
別
集
の
諸
本
お
よ
び
『
唐
詩
紀
事
』
『
楽
府
詩
集
』

『
唐
詩
百
名
家
全
集
』
『
中
晩
唐
詩
叩
弾
集
』
『
全
唐
詩
』
等
の
総
集
は
、
す
べ
て
「
何
不
」

に
作
る
が
、
明
の
唐
汝
訥
の
『
唐
詩
解
』
や
清
の
王
暁
衙
の
『
唐
詩
合
解
箋
注
』
な
ど
、

選
注
本
の
多
く
が
「
恨
不
」
に
作
っ
て
お
り
、
我
が
国
の
注
釈
書
も
ほ
と
ん
ど
が
「
毒
性
」

に
作
る
。

 
こ
れ
に
つ
い
て
徐
注
は
「
恨
」
の
字
の
方
が
よ
い
と
す
る
が
、
一
方
李
建
箆
注
は
「
恨
」

に
作
る
も
の
を
俗
本
と
し
、
誤
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
別
集
や
総
集
の
本
文
か
ら
す
れ

ば
「
何
」
に
作
る
の
が
も
と
の
形
で
あ
ろ
う
が
、
「
恨
」
に
作
る
本
文
に
よ
っ
て
広
く
親

し
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

 
詩
に
お
け
る
「
未
嫁
」
の
表
現
の
例
と
し
て
は
、
六
朝
で
は
弛
緩
の
「
敬
酬
劉
円
盤
詠

名
士
悦
傾
城
」
に
、
「
未
嫁
先
名
玉
、
来
時
本
姓
秦
」
(
未
だ
嫁
せ
ざ
る
 
先
ず
玉
と
名
つ

 
 
 
 
 
 
も
と

け
、
来
り
し
時
 
本
姓
は
秦
な
り
)
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
主
人
公
の
名
前
を
設
定
す
る
。

 
唐
詩
に
お
い
て
は
、
王
績
の
「
山
中
凝
望
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
三
七
〉
に
「
配
光
償
未
嫁
、

 
 
 
 
 
 
も
う
こ
う
 
 
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
ょ
う
こ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

梁
鴻
正
須
婦
」
(
昼
光
 
超
し
未
だ
嫁
せ
ず
ん
ば
、
梁
鴻
 
正
に
婦
を
須
つ
)
と
い
い
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も

顧
況
の
「
棄
婦
詞
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
四
)
に
「
憶
昔
未
嫁
君
、
聖
君
甚
周
旋
」
(
憶

う
 
昔
 
未
だ
君
に
嫁
せ
ず
、
聞
く
 
君
の
甚
だ
周
旋
す
る
を
)
と
い
う
な
ど
の
用
例
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と

あ
る
。
ま
た
、
高
適
の
「
秋
胡
行
」
で
は
「
妾
本
郁
郡
未
嫁
時
、
容
華
碕
翠
人
未
知
」
(
妾
本

 
か
ん
た
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
す
い

 
郡
郷
に
て
 
未
だ
嫁
が
ざ
り
し
時
、
容
華
僑
翠
 
人
未
だ
知
ら
ず
)
と
い
う
例
で
は
「
未

首
魁
」
の
形
で
用
い
て
い
る
。

 
杜
甫
の
「
出
嫁
」
の
用
例
は
一
例
、
「
牽
牛
織
女
」
(
『
欝
欝
』
巻
一
五
)
に
「
嵯
汝
未

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
あ
な
ん
じ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
い
し
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ゆ
う
ち
ゅ
う

嫁
女
、
乗
心
欝
仲
仲
」
(
嵯
汝
 
未
だ
嫁
せ
ざ
る
の
女
、
乗
心
 
鶴
と
し
て
仲
 
仲
た
り
)

と
い
う
。
七
夕
の
行
事
を
行
う
女
性
た
ち
へ
の
呼
び
か
け
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

 
張
籍
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

 
末
尾
の
二
句
。
前
の
四
句
で
別
れ
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
述
べ
ら
れ
た
の

を
承
け
、
別
れ
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
る
。
結
婚
前
に
め
ぐ
り
逢
い
た
か
っ
た
と
い
う
悔



＋
六

恨
の
こ
と
ば
か
ら
、
「
君
」
に
対
す
る
思
い
が
う
か
が
わ
れ
、
深
い
余
韻
の
あ
る
結
び
と

し
て
名
高
い
二
輪
で
あ
る
。

 
後
代
の
詩
話
等
で
、
こ
の
詩
の
別
名
が
「
還
珠
吟
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
二

句
の
印
象
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

【
補
】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
び
 
ぷ
 
 
 
と

巻
一
)
の
「
上
山
采
簾
蕪
、
下
山
逢
故
夫
」
(
山
に
上
り
て
 
離
蕪
を
采
り
、
山
を
下
り

て
 
故
夫
に
逢
う
)
の
詩
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
古
詩
が
男
性
に
よ

る
二
人
の
妻
の
比
較
の
こ
と
ば
に
終
始
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
詩
は
女
性
の
立
場
か

ら
そ
の
思
い
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
「
節
婦
吟
」
と
共
通
し
て
い
る
。

 
張
籍
が
意
識
し
て
い
た
先
行
作
品
と
し
て
は
、
曹
植
の
「
洛
神
賦
」
(
『
文
選
』
巻
一
九
)

の
次
の
一
節
も
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一
 
「
節
婦
吟
」
の
構
成
に
つ
い
て

こ
の
詩
は
字
数
と
押
韻
か
ら
次
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

1
～
4
句

5
～
8
句

9
・
1
0
句 男

か
ら
真
珠
を
贈
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
こ
と

夫
の
地
位
お
よ
び
夫
と
自
分
の
関
係
(
別
れ
る
理
由
)

真
珠
を
返
す
時
の
女
性
の
こ
と
ば

 
こ
の
三
つ
の
部
分
の
関
係
に
つ
い
て
は
呉
秀
笑
氏
・
丸
山
氏
の
論
文
に
詳
し
い
。

 
こ
れ
ま
で
注
釈
を
施
し
て
き
た
作
品
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
換
韻
に

よ
っ
て
独
立
し
た
最
後
の
隻
句
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
に
お
い
て
も
、
非
常
に
印
象

に
残
る
最
後
の
二
句
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

二
 
先
行
作
品
と
の
関
連
に
つ
い
て

 
こ
の
「
節
婦
吟
」
の
末
尾
の
二
句
に
つ
い
て
、
丸
山
氏
は
、
梁
の
湘
東
王
蒲
繹
の
次
の

詩
が
張
籍
の
脳
裡
に
浮
か
ん
だ
作
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
れ
る
。

 
「
戯
作
艶
詩
」

入
堂
値
小
婦

出
門
逢
故
塁

含
辞
未
及
吐

絞
袖
且
峙
曙

揺
薙
扇
似
月

掩
此
涙
如
珠

今
懐
固
無
已

故
情
今
有
鯨

(『

ﾊ
壷
新
詠
』
巻
七
)

 
 
 
 
 
 
 
 
あ

堂
に
入
り
て
 
小
婦
に
値
い

門
を
出
で
て
 
故
夫
に
逢
う

辞
を
含
ん
で
 
未
だ
吐
く
に
及
ば
ず

 
 
し
ぼ
 
 
 
 
 
 
し
ば
ら

袖
を
絞
り
て
 
且
く
峙
塀
す

こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
こ

薙
の
扇
の
月
に
似
た
る
を
揺
か
し

 
 
 
 
 
 
 
 
ぢ
お

此
の
涙
の
珠
の
如
き
を
掩
う

 
 
 
も
と
 
 
 
 
や

今
懐
 
固
よ
り
警
む
無
し

故
情
今
漏
り
有
り

再
婚
後
に
も
と
の
妻
と
出
会
う
と
い
う
設
定
で
、
「
古
詩
八
首
」
其
一
(
『
玉
壷
新
詠
』

 
動
朱
唇
以
徐
言
、
陳
交
接
之
大
綱
。
恨
人
神
之
道
心
分
、
怨
盛
年
之
莫
当
。
抗
羅
挟

以
掩
涕
分
、
涙
流
襟
之
浪
浪
。
悼
良
会
之
永
絶
分
、
哀
一
逝
而
異
郷
。
無
微
情
以
敷
愛

分
、
献
江
南
之
明
瑠
。
錐
潜
処
置
太
陰
、
長
寄
心
於
君
王
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
も
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
と

 
朱
唇
.
 
を
動
か
し
て
以
て
徐
う
に
言
い
、
交
接
の
大
綱
を
陳
ぶ
。
人
神
の
道
の
殊
な
る

 
 
 
 
 
 
あ
た
 
 
な
 
 
 

う
ら
 
 
 

ら
べ
い
 
 
あ
 
 
 
 
 
 

な
み
だ

を
恨
み
、
盛
年
の
当
る
莫
緯
を
怨
む
。
羅
蘇
を
抗
げ
て
以
て
涕
を
掩
い
、
涙
は
襟
に
謙

れ
て
浪
浪
た
り
。
良
会
の
永
く
絶
ゆ
る
を
悼
み
、
一
た
び
逝
き
て
郷
を
異
に
す
る
を
哀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
そ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お

し
む
。
微
情
の
以
て
愛
を
数
す
無
け
れ
ば
、
江
南
の
明
瑠
を
献
ぜ
ん
。
潜
か
に
太
陰
に
処

る
と
錐
も
、
長
く
心
を
君
王
に
寄
せ
ん
。

 
洛
水
の
女
神
が
別
れ
を
借
し
み
、
涙
を
流
し
て
瑠
(
イ
ヤ
リ
ン
グ
)
を
贈
る
と
い
う
場

面
で
、
「
人
神
の
道
の
直
な
る
を
恨
み
、
盛
年
の
当
る
画
き
を
怨
む
」
と
、
人
と
神
と
住

む
世
界
が
異
な
る
こ
と
を
恨
み
、
若
い
頃
に
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
し
ん

 
こ
の
賦
は
曹
植
が
甑
皇
后
の
こ
と
を
思
っ
て
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
怨
盛
年
～
」

の
部
分
に
、
李
善
は
「
盛
年
、
謂
少
壮
之
時
、
不
能
得
心
君
王
之
意
。
此
言
忌
感
甑
后
之

情
」
(
盛
年
は
、
少
壮
の
時
、
君
王
の
意
に
当
た
る
を
得
る
能
わ
ざ
る
を
謂
う
。
此
れ
微

か
に
織
豊
の
情
に
感
ず
る
を
言
う
)
と
注
す
る
。
す
で
に
曹
 
の
も
の
と
な
っ
た
頸
皇
后

の
、
添
い
と
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
悲
し
み
が
「
若
い
時
に
会
い
た
か
っ
た
」
と
い

う
こ
と
ば
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

 
こ
の
苦
い
悔
恨
の
情
は
、
「
節
婦
吟
」
に
非
常
に
近
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
ま
た
、
表
現
の
類
似
し
た
も
の
と
し
て
は
、
『
玉
壷
新
詠
』
巻
九
に
収
め
る
「
歌
辞
二

首
」
其
二
(
『
藝
文
類
聚
』
巻
四
三
は
「
古
河
中
之
神
歌
」
と
し
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
八
五

は
梁
の
武
帝
の
「
河
中
之
水
歌
」
と
す
る
)
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

河
中
之
水
向
東
流

洛
陽
女
児
名
莫
愁

莫
愁
十
三
能
織
綺

十
四
採
桑
南
階
頭

十
五
嫁
為
盧
家
婦

十
六
生
児
字
阿
侯

河
中
の
水
 
東
に
向
か
っ
て
流
る

洛
陽
の
女
児
 
名
は
莫
愁

 
 
 
 
 
 
 
き

莫
愁
十
三
能
く
綺
を
織
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
と
り

十
四
 
桑
を
採
る
 
南
階
の
頭

十
五
 
嫁
し
て
盧
家
の
婦
と
為
り

十
六
 
児
を
生
む
 
字
は
阿
侯
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盧
家
蘭
室
桂
為
梁

中
有
欝
金
蘇
合
香

頭
上
金
叙
十
二
行

足
下
糸
履
五
文
章

珊
瑚
掛
鏡
燗
生
光

平
頭
奴
子
提
履
箱

人
生
富
貴
何
所
望

恨
不
嫁
与
東
家
王

 
 
 
 
 
 
 
は
り

盧
家
の
蘭
室
 
桂
を
梁
と
為
し

 
 
 
 
う
つ
こ
ん

中
に
有
り
 
欝
金
 
蘇
合
の
香

頭
上
の
金
銀
 
十
二
行

 
 
 
し
 
 
り

足
下
の
糸
履
 
五
文
章

珊
瑚
 
鏡
を
掛
け
て
 
欄
と
し
て
光
を
生
じ

 
 
 
ど
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
さ

平
頭
の
正
子
 
履
箱
を
提
ぐ

人
生
の
富
貴
何
の
望
む
所
ぞ

恨
む
ら
く
は
 
東
家
の
王
に
嫁
せ
ざ
り
し
を

 
六
句
目
ま
で
に
美
し
い
女
性
「
莫
愁
」
の
語
い
立
ち
が
語
ら
れ
、
七
句
目
か
ら
十
二
句

目
ま
で
に
、
嫁
い
だ
後
の
き
ら
び
や
か
な
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
末
尾
の
二

句
に
至
っ
て
、
「
人
生
の
富
貴
 
何
の
望
む
所
ぞ
、
恨
む
ら
く
は
 
東
家
の
王
に
嫁
せ
ざ

り
し
を
」
と
、
そ
の
豪
奢
な
生
活
よ
り
も
、
若
い
頃
好
き
だ
っ
た
男
に
嫁
ぎ
た
か
っ
た
と

嘆
く
の
で
あ
る
(
な
お
、
こ
こ
で
「
恨
不
嫁
」
と
い
う
表
現
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響

し
て
、
張
籍
の
「
何
不
相
逢
未
即
時
」
の
句
が
「
平
岡
～
」
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
)
。

 
「
洛
神
賦
」
の
場
合
、
曹
植
と
頸
皇
后
の
悲
恋
を
背
景
に
置
き
な
が
ら
読
め
ば
(
唐
代

の
詩
人
も
同
じ
よ
う
に
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
)
、
若
い
頃
に
出
逢
い
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と

ば
は
、
深
い
悲
し
み
を
湛
え
た
悔
恨
の
こ
と
ば
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
こ

の
賦
の
語
り
手
は
神
女
に
出
会
っ
た
男
性
の
側
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
ば
も
間
接
話
法
で
語

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寒
暑
に
近
い
部
分
と
は
い
え
、
長
い
賦
の
途
中
に
あ
っ
て
、
こ
の

女
性
の
こ
と
ば
も
さ
ほ
ど
強
い
印
象
を
残
す
も
の
と
は
い
え
な
い
よ
う
だ
。

 
「
河
中
撒
水
」
の
場
合
は
、
語
り
手
は
女
性
で
あ
り
、
か
つ
て
の
恋
人
と
結
婚
し
た
か

っ
た
と
い
う
思
い
は
、
詩
の
末
尾
に
直
接
話
法
で
語
ら
れ
て
い
て
余
韻
を
残
し
て
い
る
が
、

男
性
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
た
こ
と
ば
で
は
な
く
、
女
性
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
か
、
何
不
自
由
な
く
暮
ら
す
女
性
が
ふ
と
感
じ
た
寂
し
さ
と
い
う
よ
う
な
印
象

が
あ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
富
貴
に
つ
い
て
の
句
も
、
別
に
冨
貴
で
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い

と
い
う
よ
う
な
軽
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
石
川
忠
久
氏

『
玉
台
新
詠
』
(
学
習
研
究
社
『
中
国
の
古
典
』
2
5
)
が
、
「
有
閑
出
入
の
痴
態
」
を
描
い

た
作
品
と
す
る
よ
う
な
解
釈
も
こ
の
辺
り
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
「
節
婦
吟
」
で
は
語
り
手
が
女
性
で
あ
り
、
末
尾
の
二
幅
は
女
性

の
口
か
ら
男
性
に
向
か
っ
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
語
ら
れ
、
強
い
印
象
を
残
し
て
い
る
。
夫
の

富
貴
は
女
性
を
縛
る
強
力
な
足
か
せ
と
な
っ
て
お
り
、
相
手
の
く
も
り
な
い
思
い
と
は
対

照
的
に
、
現
実
的
に
考
え
れ
ば
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
と
い
う
打
算
的
な
考
え
を
巡
ら

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
、
苦
い
悔
恨
の
思
い
と
結
び
つ
い
て
い
よ
う
。

 
「
節
婦
吟
」
は
、
こ
う
い
つ
た
点
で
、
先
行
作
品
を
消
化
し
つ
つ
新
た
な
工
夫
を
加
え

た
作
品
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
 
作
品
の
評
価
と
作
詩
の
背
景
に
つ
い
て

 
こ
の
作
品
に
関
し
て
は
、
詩
に
登
場
す
る
女
性
が
「
節
婦
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
李
建
箆
注
に
詩
話
等
に
お
け

る
評
価
が
多
数
集
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
清
朝
以
前
の
評
価
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
そ
ち

ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
単
純
に
夫
の
も
と
に
残
っ
た
か
ら
節
婦
で
あ
る
と
す
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
最
後
の
二
句
に
明
ら
か
な
よ
う
に
節
婦
で
な
い
と
す
る
も
の
も
あ
り
、
ま

た
、
相
手
に
好
意
を
抱
き
な
が
ら
感
情
を
抑
え
て
夫
の
も
と
に
止
ま
り
、
節
婦
と
い
う
皮

肉
な
名
称
を
手
に
入
れ
た
の
だ
と
す
る
も
の
も
あ
る
σ

 
こ
の
こ
と
と
関
わ
る
の
が
、
作
詩
背
景
で
あ
る
。
【
題
解
】
に
述
べ
た
よ
う
に
、
節
度

使
の
招
聴
を
断
る
作
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
節
婦
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
が

な
り
た
た
な
い
と
す
る
も
の
、
作
詩
背
景
の
方
に
重
点
を
置
き
、
節
度
使
の
招
聴
を
毅
然

と
断
っ
た
張
籍
を
高
く
評
価
す
る
も
の
、
節
婦
の
た
め
ら
い
の
描
写
は
礼
を
以
て
辞
退
し

た
も
の
で
、
自
己
の
感
情
を
率
直
に
述
べ
つ
つ
理
性
で
抑
え
た
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
ま

た
、
作
品
は
作
者
を
離
れ
て
一
人
歩
き
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
立
場
の
も
の
も
あ
れ

ば
、
愛
情
の
詩
と
功
利
的
な
詩
の
両
面
を
併
せ
持
つ
も
の
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

 
多
く
の
人
々
が
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
の
解
釈
・
評

価
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
読
者
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
管
見
の
及
ん
だ

最
近
の
論
文
の
中
に
、
や
や
異
な
る
観
点
か
ら
こ
の
詩
を
考
察
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の

で
、
最
後
に
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

 
一
つ
は
松
原
朗
氏
の
「
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
1
楽
府
文
学
の
変
容
を
手
掛
か
り
と
し
て
一
」

(『

?
綜
黒
ｶ
論
叢
』
第
一
八
集
、
一
九
九
九
年
)
で
、
こ
の
作
品
を
楽
府
の
展
開
の
中

で
位
置
づ
け
、
作
品
本
文
で
は
場
面
の
客
体
化
が
行
わ
れ
な
が
ら
、
原
注
に
よ
っ
て
［
人

称
的
作
品
と
転
化
さ
れ
る
と
い
う
、
作
品
と
原
注
と
の
新
た
な
関
係
を
示
し
た
作
品
と
し

て
お
ら
れ
る
。

 
も
う
一
つ
は
川
合
康
三
氏
の
「
『
母
胎
文
学
』
の
構
想
-
中
国
の
恋
愛
文
学
を
手
が
か

り
に
一
」
(
『
中
国
の
文
学
史
観
』
所
収
、
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
)
で
、
「
節
婦
吟
」
が

唐
王
朝
へ
の
忠
誠
と
敵
対
勢
カ
へ
の
拒
絶
を
語
る
の
に
男
女
関
係
を
借
り
て
い
る
こ
と
を

糸
口
に
し
て
、
現
存
す
る
作
品
群
の
背
後
に
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
「
母
胎
文
学
」
の
姿

を
考
察
さ
れ
て
い
る
。

 
い
ず
れ
も
「
節
婦
吟
」
に
関
す
る
謬
論
で
は
な
い
が
、
文
学
史
的
な
視
野
か
ら
こ
の
作

品
の
内
容
と
作
詩
背
景
の
関
係
を
見
直
す
卓
論
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
考
察
を
引
き
出
し

う
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
「
節
婦
吟
」
は
非
常
に
重
要
な
作
品
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
橘
)


